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大会長挨拶

　このたび第22回日本口腔ケア学会総会・学術大会／第5回国際口腔ケア学会総会・

学術大会 合同会議を、朱鷺メッセコンベンションセンター（新潟県新潟市）にて、日本

歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座が担当させていただくことになりました。副

大会長として日本歯科大学新潟短期大学 教授の宮崎晶子先生、実行委員長に日本歯科

大学新潟病院 訪問歯科口腔ケア科 科長の白野美和先生に就任いただき、オール日歯

新潟にて、皆様をお迎えする準備を進めて参りました。

　今回、大会テーマは、第22回日本口腔ケア学会総会・学術大会を「口腔ケアの新たな

挑戦 すべての人にウェルビーングを」、第5回国際口腔ケア学会総会・学術大会は、

「The New Challenge in Oral Care：Well-being for All」といたしました。ウェルビー

ング（Well-being）とは、世界保健機関（WHO）憲章（1946）において「Health is a state 

of complete physical, mental and social well-being and not merely the absence of 

disease or infirmity.」として登場した言葉で、身体的・精神的・社会的にも良好な状態

として、こころ、からだ、社会的なつながりが満たされた状態を表す概念で、医療、福祉、

企業活動などの多くの分野で、幸せを感じながら心身と社会的に良好な状態を維持する

概念として重視されています。口腔ケアの分野においてのウェルビーングは、受療者の

立場では、施術者と良好な関係を築きつつ、心身ともに健康の維持と向上をめざすこと

であり、施術者の立場では、ケアが心身に過剰な負担となることなく、キャリアとしての

幸せを感じながら、経済的にも満足のいく状態にあり、地域社会や他職種と良好な関係

が築いている状態が求められています。近年、口腔ケアは、一般市民、多職種に広がり

をみせ、医療、福祉、保健の分野で欠かせない重要なケアと位置付けられています。し

かし、口腔ケアのエビデンスが確立して重要性が高まる中で、施術者の負担も少なくなく、

多職種の皆さんが様々な苦労されていることが推察されます。そして、必要とされる全

ての医療、福祉施設において、良質の口腔ケアを提供、受療できる環境にないことも指

摘されています。本大会では、口腔ケアを受療する患者、利用者、口腔ケアの施術者、

すべての人のウェルビーングを考えることをテーマとして、口腔ケアの問題点、負担軽

減のための方策を様々な角度から掘り下げる企画をご用意して、参りました。

 田中 彰 
日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座
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　第22回学術大会の特別講演として、東京大学未来ビジョン研究センター 学際融合研

究施設 教授の飯島勝矢先生に、「フレイル及びオーラルフレイルから地域のウェルビー

イングへ」をご講演いただきます。また、武蔵野大学ウェルビーイング学部 教授の 

秋山美紀先生に教育講演として「看護、福祉の現場におけるウェルビーイングとは」

をご講演いただき、最新のウェルビーイングの概念について知識を学んでいただきます。

そして、教育講演に引き続きシンポジウム1「ウェルビーイング実現に向けた口腔ケア

の在り方を探る」を開催します。学術的な知見より口腔保健とウェルビーイングにつ

いて掘り下げると共に、施術者の身体を守る目線からの口腔ケアについて、また、近年

話題となっている MA-TⓇジェルを用いた口腔ケアや長期間口腔ケアが必要となるがん

患者さんとの関わりについてなど、様々な角度から口腔ケアとウェルビーイングについ

て考えます。さらにシンポジウム2においては、「ウェルビーイング実現に向けた口腔機

能管理の貢献と課題」と題して、患者のウェルビーイングの視点から周術期等口腔機能

管理と回復期等口腔機能管理の現状と課題についてシンポジストと共に考えて参ります。

　今回、学会第1日目のフィナーレとして、特別セッション「佐渡世界遺産と佐渡五

醸」を企画しました。2024年に佐渡金山が世界遺産に登録され、佐渡観光は空前のブー

ムを迎えております。その象徴の一つとして挙げられるのが、銘酒 北雪に代表される

佐渡の日本酒です。北雪酒造 代表取締役社長 羽豆 大様にご登壇いただき、佐渡と育

まれた日本酒の魅力をご紹介いただきます。そして、ポスター会場では、「佐渡銘

酒 北雪と共に口腔ケアを語らう夕べ」を開催します。高名な大吟醸 YK35をはじめ、

世界各地に広がるレストラン「NOBU」のノブマツヒサ オーナーとパートナーシップ

を有する純米大吟醸で、名優ロバートデニーロ氏が愛飲する一品である NOBU もご用

意しております。そのほか、近年のスマートドリンキングの風潮にマッチしたノンアル

コール梅酒や甘酒もご用意しておりますので、会員相互の交流の場としていただければ

と存じます。そのあとは、美食の街 新潟の夜に繰り出していただけますと幸いです。

　その他、学会の各委員会より興味深い企画をご用意いただいておりますので、会期中

ご参加の皆様に、有益な学びを実感していただけることをお約束いたします。さらに、

振り返りも可能な様に、主要プログラムは後日 WEB 配信を行うハイブリッド開催のご

用意もして参ります。

　最後になりますが、本大会の開催にあたり、多大なるご支援とご協力をいただいた関

係者の皆様に心より感謝申し上げます。特に、本大会が、口腔ケアの発展に貢献し、参

加者の皆様にとって有意義な時間となることを心から願っております。そして、新潟の

食と自然をお楽しみください。
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日本口腔ケア学会総会・学術大会 大会記録

開催年度 開 催 地 大 会 長

第1回 2004年度（平成16年度） 愛知県 名古屋市 鈴木 俊夫（日本口腔ケア学会 理事長）

第2回 2005年度（平成17年度） 福岡県 春日市 柿木 保明（九州歯科大学）

第3回 2006年度（平成18年度） 埼玉県 川越市 安井 利一（明海大学）

第4回 2007年度（平成19年度） 愛知県 名古屋市 夏目 長門（愛知学院大学）

第5回 2008年度（平成20年度） 沖縄県 那覇市 砂川 　元（琉球大学）

第6回 2009年度（平成21年度） 栃木県 宇都宮市 今井 　裕（獨協医科大学）

第7回 2010年度（平成22年度） 大阪府 大阪市 川合 秀治（社会医療法人若弘会）

第8回 2011年度（平成23年度） 東京都 文京区 高戸 　毅（東京大学）

第9回 2012年度（平成24年度） 愛知県 日進市 山中 克己（名古屋学芸大学）

第10回 2013年度（平成25年度） 福岡県 福岡市 中村 誠司（九州大学）

第11回 2014年度（平成26年度） 北海道 旭川市 松田 光悦（旭川医科大学）

第12回 2015年度（平成27年度） 山口県 下関市 上山 𠮷哉（山口大学）

第13回 2016年度（平成28年度） 千葉県 千葉市 丹沢 秀樹（千葉大学）

第14回 2017年度（平成29年度） 沖縄県 宜野湾市 新崎 　章（琉球大学）

第15回 2018年度（平成30年度） 福岡県 福岡市 森　 悦秀（九州大学）

第16回 2019年度（平成31年度） 愛知県 名古屋市 服部 正巳（愛知学院大学）

第17回 2020年度（令和2年度） 長崎県 長崎市 梅田 正博（長崎大学）

第18回 2021年度（令和3年度） 東京都 文京区 星　 和人（東京大学）

第19回 2022年度（令和4年度） 大阪府 高槻市 植野 高章（大阪医科薬科大学）

第20回 2023年度（令和5年度） 東京都 千代田区 川又 　均（獨協医科大学）

第21回 2024年度（令和6年度） 東京都 千代田区 片倉 　朗（東京歯科大学）

第22回 2025年度（令和7年度） 新潟県 新潟市 田中 　彰（日本歯科大学）

次　回 2026年度（令和8年度） 長野県 松本市 栗田 　浩（信州大学）

大阪国際空港（伊丹空港）約1時間

県営名古屋空港 約1時間

飛行機を
利用する

丘珠空港 約1時間45分

新千歳空港 約1時間15分

福岡空港 約2時間

各航空会社へお問い合わせください。http://www.n-airport.co.jp/flight/

特急いなほ 約4時間

上越新幹線 約2時間

北陸新幹線 約3時間10分

東北新幹線 上越新幹線 約3時間50分

東海道新幹線 上越新幹線

特急しらゆき

約3時間30分

鉄道を
利用する

� http://www.jrniigata.co.jp/

新潟へのアクセス

リムジンバス
約25分

（1日往復48便
　約20～30分間隔）
　470円

タクシー　約20分
約2,800円

路線バス（バスターミナル17番線）
朱鷺メッセ・佐渡汽船線  260円（約15分）

新潟空港

徒歩 約20分

タクシー　約1,200円 約5分

ホテルオークラ新潟

新潟日報
メディアシップ

新潟
グランドホテルホテルディアモント新潟

ホテルイタリア軒

新潟大学

至新潟県庁

ANAクラウンプラザ
ホテル新潟

アパホテル＆リゾート

会場

日本海

朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター

万代シルバーホテル

ホテルサンルート
新潟第一ホテル

ホテルメッツ新潟

万代シテイ
バスセンター前

⬅東京

ス
バ
線
路

アートホテル新潟駅前

ス
バ
ン
ジ
ム
リ

万代口

南口

新潟駅バスターミナル開業に伴い、一部路線
と停留所名称が変更になりました。
最新の情報はQRコードからご確認ください。
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会場のご案内
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日 程 表
2025年4月26日土　朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター1日目

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

4F  国際会議室

第1会場
2F  メインホールA

第2会場
2F  中会議室201

第3会場
2F  メインホールB

ポスター
会場

3F  中会議室301

第4会場
3F  中会議室302

第5会場

 8：45～9：10
オープニングセレモニー
大会長挨拶 9:00～

　 10：00

ポスター
受付・
貼付時間

 9：20～ 10：20
特別講演

フレイル及びオーラルフレイル
から地域のウェルビーイングへ
～ 健康長寿と幸福長寿の
両立の実現に向けて～
座長：夏目　長門
演者：飯島　勝矢

 9：20～10：20

特別講演
サテライト

 9：20～10：00
一般口演1

症例報告 周術期口腔管理①
座長：辻内　実英

 9：20～10：00
一般口演5

口腔ケアに関わる
教育 普及活動 地域
の取り組み①

 9：20～10：00
一般口演10

口腔ケアに関わる
教育 普及活動 地域
の取り組み③

ポ
　
ス
　
タ
　
ー
　
閲
　
覧

10：10～11：00

一般口演2
症例報告 周術期口腔管理②
座長：新井　直也

10：10～11：00
一般口演6

口腔ケアに関わる
教育 普及活動 地域
の取り組み②
座長：大野　晶子

10：10～11：00

一般口演11
臨床研究 臨床統計③
座長：渋谷　恭之

10：30～12：00
コンセンサス
カンファレンス1

MRONJ予防のための
口腔ケアを再考する
座長：梅田　正博　
　　　山村　佳子　
演者：坂本　由紀　
　　　五月女さき子
　　　大鶴　光信　

10：30～11：30
在宅医療委員会企画講演
穏やかな最期を過ごすための
在宅緩和医療における口腔ケア
座長：杉本　太造
演者：下郷麻衣子
　　　村松　真澄

11：10～11：50
一般口演3

臨床研究 臨床統計①
座長：根岸　明秀

11：10～12：00

一般口演7
臨床研究 臨床統計②
座長：芳澤　享子

11：10～12：00

一般口演12
臨床研究 臨床統計④
座長：宮田　　勝11：40～12：00　

臨床モニタリング委員会企画

12：15～13：25

社員総会

共催：ティーアンドケー㈱

12：15～13：15
ランチョンセミナー1
がん患者の口腔ケアと口腔
カンジダ症マネージメント
座長：福井佳代子
演者：濵田　倫史

共催：イーエヌ大塚製薬㈱

13：35～14：35
教育講演

看護、福祉の現場における
ウェルビーイングとは
座長：田中　　彰
演者：秋山　美紀

13：35～15：05
薬剤師部会シンポジウム
病院薬剤師が関与できる
口腔ケアマネジメント
座長：山浦　克典
　　　松尾　宏一
演者：松尾　宏一
　　　島村奈緒美
　　　吉田　謙介
　　　渡邉　真一

13：35～14：25
一般口演4

口腔ケアの事例報告
施設の取り組み ケア方法①

座長：鶴巻　浩

13：35～14：35

一般口演8
症例報告 その他
座長：山本　俊郎

13：35～14：25

一般口演13
臨床研究 臨床統計⑤
座長：金子　貴広

14：35～15：45

一般口演14
症例報告 有病者・
高齢者の口腔ケア
座長：松村　達志

14：40～16：20
シンポジウム1

ウェルビーイング実現
に向けた口腔ケアの在
り方を探る
座長：田中　　彰
　　　宮崎　晶子
演者：木野　志保
　　　前原　美咲
　　　高嶺あゆみ
　　　長藤　成眞

14：40～15：55
看護部会シンポジウム
口腔ケアにおける看護の質
向上を目指して ～基礎教育
から臨床研修へつなぐ～
座長：道重　文子
演者：江㞍　晴美
　　　山本　　司
　　　大野　晶子

14：45～15：45
一般口演9

口腔ケアの事例報告 
施設の取り組み ケア
方法②
座長：相原　喜子

15：15～16：15
特別セッション1

口腔ケアを難渋させる口
腔乾燥症 ―概念と為害作用、
口腔ケア方法―
座長：戸谷　収二
演者：岩渕　博史

15：55～16：20
看護部会交流集会 16：00～

　 16：30

16：25～17：05
特別セッション2

佐渡世界遺産と佐渡五醸
～ 佐渡のお酒を美味しく味わうために～

演者：羽豆　大

16：35～
　 17：05

17：10～
　 18：10
佐渡の銘酒
北雪と共に
口腔ケアを
語らう夕べ

10：00～
　 16：00

ポスターセッション
1～4

ポスターセッション
5～8

座長：木村　吉宏 座長：片倉　朗

看護の質を高める
ために、口腔ケア
について考えよう
座長：東野　督子
　　　水谷　聖子

臨床モニタリング制度のご紹介
演者：田中　彰

共催：㈱北雪酒造
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2025年4月26日土　朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター1日目

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

4F  国際会議室

第1会場
2F  メインホールA

第2会場
2F  中会議室201

第3会場
2F  メインホールB

ポスター
会場

3F  中会議室301

第4会場
3F  中会議室302

第5会場

 8：45～9：10
オープニングセレモニー
大会長挨拶 9:00～

　 10：00

ポスター
受付・
貼付時間

 9：20～ 10：20
特別講演

フレイル及びオーラルフレイル
から地域のウェルビーイングへ
～ 健康長寿と幸福長寿の
両立の実現に向けて～
座長：夏目　長門
演者：飯島　勝矢

 9：20～10：20

特別講演
サテライト

 9：20～10：00
一般口演1

症例報告 周術期口腔管理①
座長：辻内　実英

 9：20～10：00
一般口演5

口腔ケアに関わる
教育 普及活動 地域
の取り組み①

 9：20～10：00
一般口演10

口腔ケアに関わる
教育 普及活動 地域
の取り組み③

ポ
　
ス
　
タ
　
ー
　
閲
　
覧

10：10～11：00

一般口演2
症例報告 周術期口腔管理②
座長：新井　直也

10：10～11：00
一般口演6

口腔ケアに関わる
教育 普及活動 地域
の取り組み②
座長：大野　晶子

10：10～11：00

一般口演11
臨床研究 臨床統計③
座長：渋谷　恭之

10：30～12：00
コンセンサス
カンファレンス1

MRONJ予防のための
口腔ケアを再考する
座長：梅田　正博　
　　　山村　佳子　
演者：坂本　由紀　
　　　五月女さき子
　　　大鶴　光信　

10：30～11：30
在宅医療委員会企画講演
穏やかな最期を過ごすための
在宅緩和医療における口腔ケア
座長：杉本　太造
演者：下郷麻衣子
　　　村松　真澄

11：10～11：50
一般口演3

臨床研究 臨床統計①
座長：根岸　明秀

11：10～12：00

一般口演7
臨床研究 臨床統計②
座長：芳澤　享子

11：10～12：00

一般口演12
臨床研究 臨床統計④
座長：宮田　　勝11：40～12：00　

臨床モニタリング委員会企画

12：15～13：25

社員総会

共催：ティーアンドケー㈱

12：15～13：15
ランチョンセミナー1
がん患者の口腔ケアと口腔
カンジダ症マネージメント
座長：福井佳代子
演者：濵田　倫史

共催：イーエヌ大塚製薬㈱

13：35～14：35
教育講演

看護、福祉の現場における
ウェルビーイングとは
座長：田中　　彰
演者：秋山　美紀

13：35～15：05
薬剤師部会シンポジウム
病院薬剤師が関与できる
口腔ケアマネジメント
座長：山浦　克典
　　　松尾　宏一
演者：松尾　宏一
　　　島村奈緒美
　　　吉田　謙介
　　　渡邉　真一

13：35～14：25
一般口演4

口腔ケアの事例報告
施設の取り組み ケア方法①

座長：鶴巻　浩

13：35～14：35

一般口演8
症例報告 その他
座長：山本　俊郎

13：35～14：25

一般口演13
臨床研究 臨床統計⑤
座長：金子　貴広

14：35～15：45

一般口演14
症例報告 有病者・
高齢者の口腔ケア
座長：松村　達志

14：40～16：20
シンポジウム1

ウェルビーイング実現
に向けた口腔ケアの在
り方を探る
座長：田中　　彰
　　　宮崎　晶子
演者：木野　志保
　　　前原　美咲
　　　高嶺あゆみ
　　　長藤　成眞

14：40～15：55
看護部会シンポジウム
口腔ケアにおける看護の質
向上を目指して ～基礎教育
から臨床研修へつなぐ～
座長：道重　文子
演者：江㞍　晴美
　　　山本　　司
　　　大野　晶子

14：45～15：45
一般口演9

口腔ケアの事例報告 
施設の取り組み ケア
方法②
座長：相原　喜子

15：15～16：15
特別セッション1

口腔ケアを難渋させる口
腔乾燥症 ―概念と為害作用、
口腔ケア方法―
座長：戸谷　収二
演者：岩渕　博史

15：55～16：20
看護部会交流集会 16：00～

　 16：30

16：25～17：05
特別セッション2

佐渡世界遺産と佐渡五醸
～ 佐渡のお酒を美味しく味わうために～

演者：羽豆　大

16：35～
　 17：05

17：10～
　 18：10
佐渡の銘酒
北雪と共に
口腔ケアを
語らう夕べ

10：00～
　 16：00

ポスターセッション
1～4

ポスターセッション
5～8

座長：木村　吉宏 座長：片倉　朗

看護の質を高める
ために、口腔ケア
について考えよう
座長：東野　督子
　　　水谷　聖子

臨床モニタリング制度のご紹介
演者：田中　彰

共催：㈱北雪酒造

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

2025年4月27日日　朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター2日目

4F  国際会議室

第1会場
2F  メインホールA

第2会場
2F  中会議室201

第3会場
2F  メインホールB

ポスター
会場

3F  中会議室301

第4会場
3F  中会議室302

第5会場

 8：30～10：00

認定資格試験
ポ
　
ス
　
タ
　
ー
　
閲
　
覧

 8：50～9：10
Opening Ceremony for 
5th ISOC

 8：50～10：20

コンセンサス
カンファレンス2

高齢者の誤嚥性肺炎予防の
ための口腔ケアを再考する
座長：梅田　正博　
　　　服部　康治　
演者：五月女さき子
　　　船原まどか　
　　　真柄　　仁　

 9：20～10：20
ISOC Special lecture

Call to action： Providing 
affordable access to dental 
health services globally
座長：星　　和人
演者：深井　穫博

 9：20～10：20

一般口演15
臨床研究 臨床統計⑥

座長：濵田　倫史

 9：20～10：10
一般口演16
症例報告 
周術期口腔管理③
座長：廣畠　広実

10：20～11：10
一般口演17

口腔ケアの事例報告 
施設の取り組み ケア
方法③
座長：野口　忠秀

10：30～12：15
ISOC Symposium

Next Generation Leaders’ 
Session. The current state 
and challenges of oral care 
in each country
座長：植野　高章
　　　大山　順子
演者： Sujiwan Seubbuk

Sangkhamanee
　　　Yuki Sakamoto
　　　Hoi In Jung
　　　Chuan-Hang yu 

10：30～11：30
感染対策教育委員会 企画講演
再確認！口腔ケアにおける
感染予防対策とその実践
座長：木村 吉宏
　　　根岸 明秀
　　　中野 旬之
演者：松村 達志
　　　首田 千尋

10：30～11：30
歯科衛生士部会 
緩和ケア部会 共同企画
多職種で学ぶ、人生最
終段階の口腔ケアとは？
座長：梅田　正博、池上由美子
演者：江坂　直樹、筧　　康正
　　　佐伯　香織、藤田　峰子 11：20～12：10

一般口演18
口腔ケアの事例報告 
施設の取り組み ケア
方法④
座長：丸岡　豊

11：20～12：10

一般口演19
臨床研究 臨床統計⑦
座長：石井　良昌

11：20～
　 11：5011：30～12：15

歯科衛生士部会 交流集会
人生最終段階の口腔ケアを
通じて、学ぼう！話そう！
連携しよう！みんな、集ま
れ職種を超えた仲間たち！

11：40～12：10
病院総合歯科医師研修
委員会 企画講演 11：55～

　 12：25

ポ 

ス 

タ 

ー 

閲 

覧

12：35～13：35
ランチョンセミナー2
どうやって口腔医療、
口腔ケアを拡げるか？：
信州大学の取り組み

座長：田中　彰
演者：栗田　浩

共催：㈱大塚製薬工場

12：35～13：35
ランチョンセミナー3
がん治療における口腔
マネジメント
座長：岸本 裕充
演者：内藤 陽一
　　　上野 尚雄
共催：第一三共㈱

13：40～15：40

シンポジウム2
ウェルビーイング実現
に向けた口腔機能管理
の貢献と課題
座長：栗田　　浩　
　　　宮田　　勝　

演者：五月女さき子
　　　糸田　昌隆　
　　　勝良　剛詞　

13：40～14：40
摂食嚥下リハビリテーション
委員会企画シンポジウム
摂食嚥下リハビリテーション
における「リハビリテーショ
ン・栄養・口腔」との連携
各病院・施設からの実態報告

13：40～15：00

International 
Oral Presentation 1

座長：
　Kallapat Tansriratanawong
　Chuan-Hang yu

13：40～14：20
International 

Oral Presentation 3
座長：小林英三郎

13：40～14：40

一般口演20
食支援 栄養支援 
摂食嚥下リハ
座長：白野　美和

International 
Poster 
Presentation

ポ
ス
タ
ー
閲
覧14：45～15：45

言語聴覚士部会 企画講演
急性期病院におけるリハ
ビリテーション専門職の
攻めの口腔ケア
座長：牧野　日和
演者：杉山　明宏

15：00～15：40
International 

Oral Presentation 2
座長：中谷　佑哉

15：00～
　 16：00

ポスター
撤去

15：10～16：40

ICD講習会
誤嚥性肺炎対策の今

司会：白野　美和
演者：沼田　由夏
　　　吉岡　裕雄

15：50～16：00 閉会式

日本口腔ケア学会病院
総合歯科医師育成プロ
グラム制度の概要紹介
座長・演者：和田　尚久

座長：竹内　一夫、牧野　日和
演者：竹内　一夫、金森　大輔、我妻　將喜、
　　　高木佐余子、牧野　日和、相沢由梨奈

8：20～
　 15：00

13：40～
　 14：20

ポスター
セッション
12～14

ポスター
セッション
9～11

池上由美子、藤田　峰子
相原　喜子、川名美智子
谷口真理子
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Timetable

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

4F   International 
Conference Room

Room 1
2F  Main Hall A

Room 2
2F  Conference Room201

Room 3
2F   Main 

Hall B

Poster 
Exhibition

3F   Conference 
Room301

Room 4
3F   Conference 

Room302

Room 5

April 26（SAT）TOKI MESSE: Niigata Convention CenterDay 1

 8：45～9：10
Opening Ceremony
Chairman’s Greetings 9:00～

　 10：00

Poster 
Mounting

 9：20～ 10：20
Special Lecture

Improving well-being via strategic 
approach frailty and oral frailty 
prevention - Realizing both healthy 
longevity with well-being
Moderator：Nagato Natsume
Speaker：Katsuya Iijima

 9：20～10：20

Special Lecture
Satellite

 9：20～10：00
Oral Presentation 1

Perioperative oral care①
Moderator：Mie Tujiuchi

 9：20～10：00
Oral Presentation 5
Oral care education①
Moderator：
　Yoshihiro Kimura

 9：20～10：00
Oral Presentation 10
Oral care education③
Moderator：
　Akira Katakura

Poster 
Display

10：10～11：00
Oral Presentation 2

Perioperative oral care②
Moderator：Naoya Arai

10：10～11：00
Oral Presentation 6
Oral care education②
Moderator：
　Akiko Oono

10：10～11：00
Oral Presentation 11

Clinical research, 
clinical statistics③

Moderator：
　Yoshiyuki Shibuya

10：30～12：00
Consensus Conference 1

Rethinking Oral Care to Prevent 
Medication-related Osteonecrosis 
of the Jaw (MRONJ)
Moderator： Masahiro Umeda
 Yoshiko Yamamura
Speaker： Yuki Sakamoto
 Sakiko Soutome
 Mitsunobu Otsuru

10：30～11：30
Speeches Planned by the 
Society of Home Health Care
Oral Care in Home-based Palliative 
Care for a Peaceful End-of-Life
Moderator： Taizo Sugimoto
Speaker： Maiko Shimosato
 Masumi Muramatsu

11：10～11：50
Oral Presentation 3

Clinical research, 
clinical statistics①

Moderator：Akihide Negishi

11：10～12：00
Oral Presentation 7
Clinical research, 
clinical statistics②

Moderator：Michiko Yoshizawa

11：10～12：00
Oral Presentation 12

Clinical research, 
clinical statistics④

Moderator：
　Masaru Miyata

11：40～12：00　
Clinical Monitoring Committee

12：15～13：25

General Membership 
Meeting

Co-sponsor：
T&K Corporation

12：15～13：15
Luncheon Seminar 1

Oral care and manage-
ment of oral candidiasis 
in patients with cancer
Moderator：Kayoko Fukui
Speaker：Tomofumi Hamada
Co-sponsor：EN Otsuka 
Pharmaceutical Co., Ltd.

13：35～14：35
Educational Lecture

Well-being in nursing and 
social work settings

Moderator：Akira Tanaka
Speaker：Miki Akiyama

13：35～15：05
The Pharmaceutical Society 
of Japan Symposium
Oral Care Management 
in which Hospital Phar-
macists can be Involved
Moderator： Katsunori Yamaura
 Koichi Matsuo
Speaker： Koichi Matsuo
 Naomi Shimamura
 Kensuke Yoshida
 Shinichi Watanabe

13：35～14：25
Oral Presentation 4
Oral care initiatives①

Moderator：
　Hiroshi Tsurumaki

13：35～14：35

Oral Presentation 8
Case Reports Other

Moderator：
　Toshiro Yamamoto

13：35～14：25
Oral Presentation 13

Clinical research, 
clinical statistics⑤

Moderator：
　Takahiro Kaneko

14：35～15：45

Oral Presentation 14
Oral care for the Med-
ically Compromised 
Patient and elderly

Moderator：
　Tatsushi Matsumura

14：40～16：20
Symposium 1

Exploring Oral Care Meth-
ods to Achieve Well-being
Moderator：
　Akira Tanaka
　Akiko Miyazaki
Speaker：
　Shiho Kino
　Misaki Maehara
　Ayumi Takamine
　Narumasa Nagafuji

14：40～15：55
Nursing Professional 
Group Symposium
Aiming to Improve the 
Quality of Nursing Care 
in Oral Health Care: Con-
necting Basic Education to 
Clinical Training
Moderator：
　Fumiko Michishige

14：45～15：45

Oral Presentation 9
Oral care initiatives②

Moderator：
　Yoshiko Aihara

15：15～16：15
Special Session 1

Xerostomia, which makes oral 
care dif� cult -Concept, harmful 
effects, and oral care methods-
Moderator：Shuji Toya
Speaker：Hiroshi Iwabuchi

15：55～16：20
Nursing Professional 

Group Exchange Meeting
16：00～
　 16：30

16：25～17：05
Special Session 2

Sado World Heritage Site and 
Sado Sake Brewery Associa-
tion-How to Enjoy Sado Sake

16：35～
　 17：05

17：10～
　 18：10
Banquet

Co-sponsor：
Hokusetsu 
Sake Brewery 
Co., Ltd.

Speaker：Hiroshi Hazu

10：00～
　 16：00

Poster Session
1～4

Poster Session
5～8

Considering Oral Care 
to Improve the Quality of 
Nursing Care
Moderator：
　Tokuko Higashino
　Seiko Mizutani

Speaker：
　Harumi Ejiri
　Tsukasa Yamamoto
　Akiko Oono

Speaker：Akira Tanaka

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

4F   International 
Conference Room

Room 1
2F  Main Hall A

Room 2
2F  Conference Room201

Room 3
2F   Main 

Hall B

Poster 
Exhibition

3F   Conference 
Room301

Room 4
3F   Conference 

Room302

Room 5

April 27（SUN）TOKI MESSE: Niigata Convention CenterDay 2

 8：30～10：00

Certifi cation Exam

Poster 
Display

 8：50～9：10
Opening Ceremony for 
5th ISOC

 8：50～10：20

Consensus Conference 2
Rethinking Oral Care to Pre-
vent Aspiration Pneumonia 
in Older Adults

Moderator： Masahiro Umeda
 Koji Hattori

Speaker： Sakiko Soutome
 Madoka Funahara
 Jin Magara

 9：20～10：20
Special lecture

Call to action： Providing 
affordable access to den-
tal health services globally

Moderator：Kazuto Hoshi
Speaker：Kakuhiro Fukai

 9：20～10：20
Oral 

Presentation 15
Clinical research, 
clinical statistics⑥

Moderator：
　Tomofumi Hamada

 9：20～10：10
Oral Presentation 16

Perioperative 
oral care③

Moderator：
　Hiromi Hirohata

10：20～11：10
Oral Presentation 17

Oral care 
initiatives③

Moderator：
　Tadahide Noguchi

10：30～12：15
ISOC Symposium

Next Generation Leaders’ 
Session. The current state 
and challenges of oral care 
in each country
Moderator：
　Takaaki Ueno
　Yukiko Ohyama
Speaker：
　 Sujiwan Seubbuk

Sangkhamanee
　Yuki Sakamoto
　Hoi In Jung
　Chuan-Hang yu 

10：30～11：30
Speeches Planned by the 
Infection Control Committee
Recon� rmation! Infection Prevention 
Measures and Practices in Oral Care
Moderator： Yoshihiro Kimura
 Akihide Negishi
 Hiroyuki Nakano
Speaker： Tatsushi Matsumura
 Chihiro Kubita

10：30～11：30
Joint Symposium by the Palli-
ative Care Team and the Japan 
Dental Hygienist Association
Learning about Multidisci-
plinary End-of-life Oral Care
Moderator：Masahiro Umeda, Yumiko Ikegami
Speaker：Naoki Esaka, Yasumasa Kakei
　　　　　Kaori Saeki, Mineko Fujita 11：20～12：10

Oral Presentation 18
Oral care 

initiatives④
Moderator：
　Yutaka Maruoka

11：20～12：10
Oral Presentation 19

Clinical research, 
clinical statistics⑦

Moderator：
　Yoshimasa Ishii

11：20～
　 11：5011：30～12：15

Japan Dental Hygienists Asso-
ciation Exchange Meeting
Learning Through End-of-life 
Oral Care! Let’s Talk! Let’s Work 
Together! Gather Around, Friends 
from Across All Professions!

11：40～12：10
Speeches Planned by Gener-
al Hospital Dental Residency 
Association

11：55～
　 12：25

Poster 
Display

12：35～13：35
Luncheon Seminar 2

How can we promote oral 
healthcare？：Shinshu Uni-
versity’s initiatives
Moderator：Akira Tanaka
Speaker：Hiroshi Kurita
Co-sponsor：Otsuka Phar-
maceutical Factory, Inc.

12：35～13：35
Luncheon Seminar 3

Oral Management in 
Cancer Treatment
Moderator： Hiromitsu Kishimoto
Speaker： Yoichi Naito
 Takao Ueno
Co-sponsor：
Daiichi Sankyo Co., Ltd.

13：40～15：40

Symposium 2
Contributions and Chal-
lenges of Oral Function 
Management for Achiev-
ing Well-being

Moderator：
　Hiroshi Kurita
　Masaru Miyata
Speaker：
　Sakiko Soutome
　Masataka Itoda
　Kouji Katsura

13：40～14：40
Symposium planned by 
the Japanese Society of 
Dysphagia Rehabilitation
Cooperation with “Rehabilita-
tion, Nutrition, and Oral Health” 
in Dysphagia Rehabilitation: 
Factual Reports from Various 
Hospitals and Facilities

13：40～15：00

International 
Oral Presentation 1

Moderator：
　Kallapat Tansriratanawong
　Chuan-Hang yu

13：40～14：20
International 

Oral Presentation 3
Moderator：
　Eizaburo Kobayashi

13：40～14：40

Oral Presentation 20
Dysphagia 

Rehabilitation

Moderator：
　Miwa Shirono

International 
Poster 
Presentation

Poster 
Display

14：45～15：45
Speeches Planned by the 
Japanese Association of 
Speech-Language-Hearing 
Therapists
Proactive oral care for re-
habilitation professionals in 
acute care hospitals

15：00～15：40
International 

Oral Presentation 2
Moderator：Yuya Nakatani

15：00～
　 16：00

Poster 
Removal

15：10～16：40

ICD Training 
Course

Current Measures to 
Prevent Aspirat ion 
Pneumonia

Moderator：
　Miwa Shirono
Speaker：
　Yuka Numata
　Hiroo Yoshioka

15：50～16：00 
Closing Ceremony

Overview of Hospital General 
Dentist Training Program at 
the Japanese Society of Oral 
Care（JSOC）
Moderator・Speaker：
　Naohisa Wada

Moderator： Kazuo Takeuchi, Hiyori Makino
Speaker： Kazuo Takeuchi, Daisuke Kanamori, Masaki Azuma

Sayoko Takagi, Hiyori Makino, Yurina Aizawa

8：20～
　 15：00

13：40～
　 14：20

Poster 
Session
12～14

Poster 
Session
9～11

Yumiko Ikegami, Mineko Fujita
Yoshiko Aihara, Michiko Kawana
Mariko Taniguchi

Moderator： Hiyori Makino
Speaker： Akihiro Sugiyama



― 11 ―― 10 ―

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

4F   International 
Conference Room

Room 1
2F  Main Hall A

Room 2
2F  Conference Room201

Room 3
2F   Main 

Hall B

Poster 
Exhibition

3F   Conference 
Room301

Room 4
3F   Conference 

Room302

Room 5

April 26（SAT）TOKI MESSE: Niigata Convention CenterDay 1

 8：45～9：10
Opening Ceremony
Chairman’s Greetings 9:00～

　 10：00

Poster 
Mounting

 9：20～ 10：20
Special Lecture

Improving well-being via strategic 
approach frailty and oral frailty 
prevention - Realizing both healthy 
longevity with well-being
Moderator：Nagato Natsume
Speaker：Katsuya Iijima

 9：20～10：20

Special Lecture
Satellite

 9：20～10：00
Oral Presentation 1

Perioperative oral care①
Moderator：Mie Tujiuchi

 9：20～10：00
Oral Presentation 5
Oral care education①
Moderator：
　Yoshihiro Kimura

 9：20～10：00
Oral Presentation 10
Oral care education③
Moderator：
　Akira Katakura

Poster 
Display

10：10～11：00
Oral Presentation 2

Perioperative oral care②
Moderator：Naoya Arai

10：10～11：00
Oral Presentation 6
Oral care education②
Moderator：
　Akiko Oono

10：10～11：00
Oral Presentation 11

Clinical research, 
clinical statistics③

Moderator：
　Yoshiyuki Shibuya

10：30～12：00
Consensus Conference 1

Rethinking Oral Care to Prevent 
Medication-related Osteonecrosis 
of the Jaw (MRONJ)
Moderator： Masahiro Umeda
 Yoshiko Yamamura
Speaker： Yuki Sakamoto
 Sakiko Soutome
 Mitsunobu Otsuru

10：30～11：30
Speeches Planned by the 
Society of Home Health Care
Oral Care in Home-based Palliative 
Care for a Peaceful End-of-Life
Moderator： Taizo Sugimoto
Speaker： Maiko Shimosato
 Masumi Muramatsu

11：10～11：50
Oral Presentation 3

Clinical research, 
clinical statistics①

Moderator：Akihide Negishi

11：10～12：00
Oral Presentation 7
Clinical research, 
clinical statistics②

Moderator：Michiko Yoshizawa

11：10～12：00
Oral Presentation 12

Clinical research, 
clinical statistics④

Moderator：
　Masaru Miyata

11：40～12：00　
Clinical Monitoring Committee

12：15～13：25

General Membership 
Meeting

Co-sponsor：
T&K Corporation

12：15～13：15
Luncheon Seminar 1

Oral care and manage-
ment of oral candidiasis 
in patients with cancer
Moderator：Kayoko Fukui
Speaker：Tomofumi Hamada
Co-sponsor：EN Otsuka 
Pharmaceutical Co., Ltd.

13：35～14：35
Educational Lecture

Well-being in nursing and 
social work settings

Moderator：Akira Tanaka
Speaker：Miki Akiyama

13：35～15：05
The Pharmaceutical Society 
of Japan Symposium
Oral Care Management 
in which Hospital Phar-
macists can be Involved
Moderator： Katsunori Yamaura
 Koichi Matsuo
Speaker： Koichi Matsuo
 Naomi Shimamura
 Kensuke Yoshida
 Shinichi Watanabe

13：35～14：25
Oral Presentation 4
Oral care initiatives①

Moderator：
　Hiroshi Tsurumaki

13：35～14：35

Oral Presentation 8
Case Reports Other

Moderator：
　Toshiro Yamamoto

13：35～14：25
Oral Presentation 13

Clinical research, 
clinical statistics⑤

Moderator：
　Takahiro Kaneko

14：35～15：45

Oral Presentation 14
Oral care for the Med-
ically Compromised 
Patient and elderly

Moderator：
　Tatsushi Matsumura

14：40～16：20
Symposium 1

Exploring Oral Care Meth-
ods to Achieve Well-being
Moderator：
　Akira Tanaka
　Akiko Miyazaki
Speaker：
　Shiho Kino
　Misaki Maehara
　Ayumi Takamine
　Narumasa Nagafuji

14：40～15：55
Nursing Professional 
Group Symposium
Aiming to Improve the 
Quality of Nursing Care 
in Oral Health Care: Con-
necting Basic Education to 
Clinical Training
Moderator：
　Fumiko Michishige

14：45～15：45

Oral Presentation 9
Oral care initiatives②

Moderator：
　Yoshiko Aihara

15：15～16：15
Special Session 1

Xerostomia, which makes oral 
care dif� cult -Concept, harmful 
effects, and oral care methods-
Moderator：Shuji Toya
Speaker：Hiroshi Iwabuchi

15：55～16：20
Nursing Professional 

Group Exchange Meeting
16：00～
　 16：30

16：25～17：05
Special Session 2

Sado World Heritage Site and 
Sado Sake Brewery Associa-
tion-How to Enjoy Sado Sake

16：35～
　 17：05

17：10～
　 18：10
Banquet

Co-sponsor：
Hokusetsu 
Sake Brewery 
Co., Ltd.

Speaker：Hiroshi Hazu

10：00～
　 16：00

Poster Session
1～4

Poster Session
5～8

Considering Oral Care 
to Improve the Quality of 
Nursing Care
Moderator：
　Tokuko Higashino
　Seiko Mizutani

Speaker：
　Harumi Ejiri
　Tsukasa Yamamoto
　Akiko Oono

Speaker：Akira Tanaka

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

4F   International 
Conference Room

Room 1
2F  Main Hall A

Room 2
2F  Conference Room201

Room 3
2F   Main 

Hall B

Poster 
Exhibition

3F   Conference 
Room301

Room 4
3F   Conference 

Room302

Room 5

April 27（SUN）TOKI MESSE: Niigata Convention CenterDay 2

 8：30～10：00

Certifi cation Exam

Poster 
Display

 8：50～9：10
Opening Ceremony for 
5th ISOC

 8：50～10：20

Consensus Conference 2
Rethinking Oral Care to Pre-
vent Aspiration Pneumonia 
in Older Adults

Moderator： Masahiro Umeda
 Koji Hattori

Speaker： Sakiko Soutome
 Madoka Funahara
 Jin Magara

 9：20～10：20
Special lecture

Call to action： Providing 
affordable access to den-
tal health services globally

Moderator：Kazuto Hoshi
Speaker：Kakuhiro Fukai

 9：20～10：20
Oral 

Presentation 15
Clinical research, 
clinical statistics⑥

Moderator：
　Tomofumi Hamada

 9：20～10：10
Oral Presentation 16

Perioperative 
oral care③

Moderator：
　Hiromi Hirohata

10：20～11：10
Oral Presentation 17

Oral care 
initiatives③

Moderator：
　Tadahide Noguchi

10：30～12：15
ISOC Symposium

Next Generation Leaders’ 
Session. The current state 
and challenges of oral care 
in each country
Moderator：
　Takaaki Ueno
　Yukiko Ohyama
Speaker：
　 Sujiwan Seubbuk

Sangkhamanee
　Yuki Sakamoto
　Hoi In Jung
　Chuan-Hang yu 

10：30～11：30
Speeches Planned by the 
Infection Control Committee
Recon� rmation! Infection Prevention 
Measures and Practices in Oral Care
Moderator： Yoshihiro Kimura
 Akihide Negishi
 Hiroyuki Nakano
Speaker： Tatsushi Matsumura
 Chihiro Kubita

10：30～11：30
Joint Symposium by the Palli-
ative Care Team and the Japan 
Dental Hygienist Association
Learning about Multidisci-
plinary End-of-life Oral Care
Moderator：Masahiro Umeda, Yumiko Ikegami
Speaker：Naoki Esaka, Yasumasa Kakei
　　　　　Kaori Saeki, Mineko Fujita 11：20～12：10

Oral Presentation 18
Oral care 

initiatives④
Moderator：
　Yutaka Maruoka

11：20～12：10
Oral Presentation 19

Clinical research, 
clinical statistics⑦

Moderator：
　Yoshimasa Ishii

11：20～
　 11：5011：30～12：15

Japan Dental Hygienists Asso-
ciation Exchange Meeting
Learning Through End-of-life 
Oral Care! Let’s Talk! Let’s Work 
Together! Gather Around, Friends 
from Across All Professions!

11：40～12：10
Speeches Planned by Gener-
al Hospital Dental Residency 
Association

11：55～
　 12：25

Poster 
Display

12：35～13：35
Luncheon Seminar 2

How can we promote oral 
healthcare？：Shinshu Uni-
versity’s initiatives
Moderator：Akira Tanaka
Speaker：Hiroshi Kurita
Co-sponsor：Otsuka Phar-
maceutical Factory, Inc.

12：35～13：35
Luncheon Seminar 3

Oral Management in 
Cancer Treatment
Moderator： Hiromitsu Kishimoto
Speaker： Yoichi Naito
 Takao Ueno
Co-sponsor：
Daiichi Sankyo Co., Ltd.

13：40～15：40

Symposium 2
Contributions and Chal-
lenges of Oral Function 
Management for Achiev-
ing Well-being

Moderator：
　Hiroshi Kurita
　Masaru Miyata
Speaker：
　Sakiko Soutome
　Masataka Itoda
　Kouji Katsura

13：40～14：40
Symposium planned by 
the Japanese Society of 
Dysphagia Rehabilitation
Cooperation with “Rehabilita-
tion, Nutrition, and Oral Health” 
in Dysphagia Rehabilitation: 
Factual Reports from Various 
Hospitals and Facilities

13：40～15：00

International 
Oral Presentation 1

Moderator：
　Kallapat Tansriratanawong
　Chuan-Hang yu

13：40～14：20
International 

Oral Presentation 3
Moderator：
　Eizaburo Kobayashi

13：40～14：40

Oral Presentation 20
Dysphagia 

Rehabilitation

Moderator：
　Miwa Shirono

International 
Poster 
Presentation

Poster 
Display

14：45～15：45
Speeches Planned by the 
Japanese Association of 
Speech-Language-Hearing 
Therapists
Proactive oral care for re-
habilitation professionals in 
acute care hospitals

15：00～15：40
International 

Oral Presentation 2
Moderator：Yuya Nakatani

15：00～
　 16：00

Poster 
Removal

15：10～16：40

ICD Training 
Course

Current Measures to 
Prevent Aspirat ion 
Pneumonia

Moderator：
　Miwa Shirono
Speaker：
　Yuka Numata
　Hiroo Yoshioka

15：50～16：00 
Closing Ceremony

Overview of Hospital General 
Dentist Training Program at 
the Japanese Society of Oral 
Care（JSOC）
Moderator・Speaker：
　Naohisa Wada

Moderator： Kazuo Takeuchi, Hiyori Makino
Speaker： Kazuo Takeuchi, Daisuke Kanamori, Masaki Azuma

Sayoko Takagi, Hiyori Makino, Yurina Aizawa

8：20～
　 15：00

13：40～
　 14：20

Poster 
Session
12～14

Poster 
Session
9～11

Yumiko Ikegami, Mineko Fujita
Yoshiko Aihara, Michiko Kawana
Mariko Taniguchi

Moderator： Hiyori Makino
Speaker： Akihiro Sugiyama
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学術大会参加の方へ

参加者へのご案内とお願い
1. 参加登録について

参加登録は「オンライン参加登録」のみとなります。	  
お手持ちのスマートフォンや PC よりオンラインでのお申込み・決済をお願いいたします。

当日も受付（オンライン）を行っておりますが、受付での混雑を避けるために原則として学術大
会ホームページより事前参加登録をお済ませください。	  
会場にて現金でのお支払いは実施いたしません。	  
オンライン決済で使用可能なクレジットカード：VISA, Master Card, JCB, AMEX, Diners	  
右記 QR コードまたは以下の URL よりアクセスしてください。	  
https://shinsen-mc.co.jp/jsoc2025/registration.html

2. 参加受付
1）	受付時間・場所
	 日　時：�4月26日（土） 7：45～16：30	  

4月27日（日） 8：00～15：00
	 場　所：2F ホワイエ

2）	受付方法
	 参加当日は、受付にて参加登録をされたことの証明を下記のいずれかの方法でご提示ください。

① �事前に学会バンクのマイページから印刷した参加証を持参する（正式な参加証と引換いたします）。
②参加登録後（参加費入金後）の控えメールの紙を印刷し持参する。
③参加登録後（参加費入金後）の控えメール画面のスクリーンショットを受付で提示する。

	� お渡しする参加証は無地となりますので、ご自身で所属先・ご氏名を記入の上、ネームホル
ダーに収納し、必ず首から提げてご着用ください。

	� 参加費の領収書は、学会バンクマイページ内「領収証の発行」より決済後にダウンロードい
ただけます。	  
会場での発行は行っておりません。

3）	受付期間
	 ・現地参加（オンデマンド視聴も可）	：～4月27日（日） 15：00
	 ・�オンデマンド視聴のみ	 ：～6月13日（金）まで	  

【オンデマンド配信期間：2025年5月15日（木）～6月15日（日）予定】	  
※オンデマンド配信では一部のプログラムのみ配信いたします。予めご了承ください。
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4）	参加費
	 ※�第5回国際口腔ケア学会総会・学術大会へ演題登録をされた方には、別途3,000円をいただ

いております。

区分1 区分2 学会参加費 国際口腔ケア学会に
演題提出あり　　　

医師・歯科医師・薬剤師
会　員 12,000円 15,000円
非会員 16,000円 19,000円

メディカルスタッフ
会　員   7,000円 10,000円
非会員 12,000円 15,000円

介護福祉士・介護支援専門医
会　員   2,000円   5,000円
非会員   3,000円   6,000円

学生（大学院生は除く）
会　員   1,000円   4,000円
非会員   2,000円   5,000円

企　業
会　員 16,000円 19,000円
非会員 16,000円 19,000円

海外からの WEB 参加者 
（オンデマンド視聴のみ）          0円

ご招待演者          0円
日本口腔ケア学会 名誉会員          0円   3,000円

	 ※参加費の消費税取り扱いについて：会員 / 不課税、非会員 / 課税（税込）となります。
	 ※�学部学生（大学院生は除く）の方は、学生証など在学を証明できるものを受付でご提示ください。

3. オンデマンド配信のプログラムと視聴方法について
1）	配信プログラム
	 ―4月26日（土）―
	� 特別講演、コンセンサスカンファレンス1、教育講演、シンポジウム1、	  

在宅医療委員会 企画講演、薬剤師部会シンポジウム、特別セッション1、看護部会シンポジウム

	 ―4月27日（日）―
	� ISOC 特別講演、ISOC シンポジウム、シンポジウム2、コンセンサスカンファレンス2、	  

感染対策教育委員会 企画講演、病院総合歯科医師研修委員会 企画講演、	  
摂食嚥下リハビリテーション委員会企画シンポジウム、言語聴覚士部会 企画講演、	  
歯科衛生士部会 緩和ケア部会 共同企画

	 以上の17セッションを予定。
	 ※上記以外の企画演題および一般演題のオンデマンド配信はございません。

2）	視聴方法
	� 参加登録をされた方は、学会バンクにログイン後、マイページの「参加者限定コーナー」か

ら視聴いただけます。
	 ※�学術大会から参加費をご招待としてご案内している方へは、会期後に運営事務局よりログ

イン情報をご案内いたします。
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4. プログラム集と抄録集について
▪�抄録集：PDF データのみとなります（冊子印刷はありません）。	  

学術大会ホームページより閲覧用パスワードを入力の上、ご確認ください。	  
〈閲覧用パスワード：2025jsoc〉

▪プログラム集：参加登録者へ当日会場にて参加証と一緒に1冊お渡しいたします。

5. 佐渡の銘酒 北雪と共に口腔ケアを語らう夕べ（無料の会員懇親会）
日　時：4月26日（土） 17：10～18：10
会　場：2F メインホール B
参加費：無料
共　催：株式会社北雪酒造
日本酒を飲みながらポスターディスカッションや口腔ケアを語り合う、無料の会員懇親会です。
是非ご参加ください。

ラインナップ：
【北雪 大吟醸YK35】
	� 酒造好適米の山田錦を35％まで磨き上げ、長期低温醗酵で生まれた手造りの大吟醸酒です。

北雪酒造のスーパーエース的存在です。芳醇な香りと繊細で深みのある味わいのハーモニー
を心ゆくまでご堪能ください。

	 ・International SAKE Challenge 2024 大吟醸部門 GOLD MEDAL
	 ・ワイングラスでおいしい日本酒アワード2024 プレミアム大吟醸部門 金賞受賞
	 ・International SAKE Challenge 2023 大吟醸部門 BRONZE MEDAL
	 ・ワイングラスでおいしい日本酒アワード2023 プレミアム大吟醸部門 金賞受賞
	 ・ワイングラスでおいしい日本酒アワード2021 プレミアム大吟醸部門 金賞受賞
	 ・2019年度全米日本酒歓評会 大吟醸 A（精米歩合40％以下）のカテゴリー 銀賞受賞

【北雪 NOBU TK40】
	� 世界のセレブを魅了する名レストランとして、世界各地に広がるレストラン「NOBU」のノ

ブマツヒサ オーナーとパートナーシップを有する純米大吟醸。	  
NOBU の共同オーナーである名優ロバートデニーロ氏 愛飲の一品です。彼曰く、「佐渡は
“Sado Island” ではなく “Sake Island” だ」と。佐渡産越淡麗を40％まで磨き上げて醸した純米
大吟醸で、やわらかな口当たり、フレッシュなメロンやお花の香りが特徴です。

	 ～そのほか、ノンアルコール梅酒や甘酒もご用意してお待ちしております～

6. ランチョンセミナー
ランチョンセミナーは整理券制となります。各日整理券は先着順として当日の朝に配布いたします

（事前申し込み制ではございません）。	  
配布枚数には限りがございます。なくなり次第配布を終了させていただきますので予めご了承く
ださい。

【配布開始時間】 両日共通　8：00～
【配  布  場  所】 2F ホワイエ「ランチョンセミナー整理券配布デスク」

整理券はセミナー開始5分後に無効となりますのでご留意ください。	 
事前申込の無い方は当日空席があれば聴講は可能ですが、お弁当の数には限りがございますので、 
予めご了承ください。
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7. クローク
日　時：�4月26日（土） 7：45～18：15	  

4月27日（日） 8：00～16：15
場　所：1F エントランスロビー
※�開設時間内に荷物のお引き取りをお願いいたします。	  

傘、金銭、貴重品、精密機器等のお預かりはできませんので、予めご了承ください。

8. Wi-Fiのご案内
朱鷺メッセ新潟コンベンションセンターの無料 Wi-Fi をご利用いただけます。	  
ID、PW は会場にてご案内いたします。

9. その他
託児所の開設はございません。	  
会場内では、携帯電話をマナーモードに設定ください。	  
会長の許可の無い掲示・展示・印刷物の配布・録音・写真撮影・ビデオ撮影はお断りしております。

10. ICD講習会について【現地・ライブ】 
日　時：4月27日（日） 15：10～16：40
会　場：第4会場（3F 中会議室301）

〈現地・ライブ共通事項〉
　�学術大会参加者（参加費完納）でも、ICD 講習会の参加には協議会ホームページより参加申込

および受講料のお支払いが必要です。	  
※ ICD 講習会のみに参加の場合は学術大会の参加登録の必要はありません。

〈現地参加の方〉
　・�現地参加者は、協議会事務局より発送される「講習会参加証」を当日必ずご持参ください。 

参加印を受けて受付完了となります。
　・�退席時の出席確認票提出をもって単位付与となります。未提出、代理提出、複数枚提出の場

合は欠席とみなされます。

〈ライブ参加の方〉
　※�会期の約10日前に、協議会事務局より参加者の皆様へメールにて受講方法をご案内いたし

ますので、詳細はそちらのメールをご確認ください。
　・�視聴にあたり WEB 会議ツール「Zoom ウェビナー」をご準備ください。	 

事前に Zoom アプリをダウンロード、インストールし、最新にアップデートしてください。
　・�開始30分前から入室可能ですので、開始5分前までに必ずご入室をお願いいたします。
　・�ZOOM に入室後は、講演終了まで退室されないようお願い申し上げます。	  

入室から退室までを視聴時間として記録させていただきます。
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座長・演者へのご案内

口頭発表者の方へ
※�日本口腔ケア学会、国際口腔ケア学会の両方で演題登録をされた方	 

日本語セッション枠と英語セッション枠（International Oral Presentation）の両方で発表とな
ります。	  
発表スライドは、日本語と英語のそれぞれでご準備をお願いいたします。

1. 発表時間
一般演題：発表7分、質疑応答3分（計10分）
セッション開始10分前までに会場前方左の次演者席にご着席ください。

2. 発表形式
口演発表者は PC プレゼンテーションのみとさせていただきます。PC をご持参いただくか、デー
タを USB メモリー等にてお持ちください。	  
データ持込の場合は、オペレーターがデータを受け取り、サーバーにコピーします。	  
コピーされたデータは、LAN 回線にて各発表会場にて受けとります。なお、コピーされたデー
タは終了後、主催者側で責任を持って消去いたします。

3. PC受付について
日　時：�4月26日（土） 7：45～16：00	  

4月27日（日） 8：00～15：30
場　所：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 2F ホワイエ
※�演者は、口演開始30分前までに PC 受付にお越しください（但し朝一番のセッションは20分

前までに PC 受付にお越しください）。

4. プレゼンテーションの方法について
1）	�主催者側で用意する PC の OS は Windows11、アプリケーションは Windows 版 PowerPoint 

2021（365）、スクリーンは16：9のワイドサイズです。
2）	Macintosh をご利用の場合には、必ずご自身の PC をご持参ください。
3）	�動画を含む場合には、PC 受付にて必ずオペレーターにお申し出ください。念のため、ご自身

の PC をご持参いただくようお勧めします。

〈PC本体持込の場合の注意点〉
	 （1）�パソコン本体を持込の場合は PC センターにてパソコンの出力チェック後、発表セッショ

ン開始30分前までにご自身で会場内演台付近の「オペレーター席」までパソコンをお持
ちください。パソコンは、発表終了直後にオペレーター席にて返却いたします。

	 （2）�ノートパソコン持込の場合でもバックアップ用データを USB フラッ
シュメモリでご持参ください。また、パソコンの AC アダプターは必
ずご自身でご用意ください。

	 （3）�Macintoshはご自身で使用しているソフトを使用できます（Keynote含む）。
	 （4）�モニター出力端子に HDMI コネクター（通常のモニター端子）が装備さ

れているものに限ります（図）。タブレット端末でのご発表はできません。
	 （5）スクリーンセーバーならびに省電力設定は事前に解除してください。
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〈発表データ持込（USBフラッシュメモリ）の場合の注意点〉
	 （1）	メディアは USB フラッシュメモリでの持ち込みに限ります。
	 （2）	データファイル名の統一
		�  持ち込まれるメディアには、当日発表されるデータ（完成版）以外のデータを入れないよ

うにしてください。	  
またデータのファイル名は、演題番号（半角）に続けて演者の氏名（漢字）を必ずつけてく
ださい。

	 （3）	�OS は Windows11、データ作成のアプリケーションソフトは（Windows）Microsoft Power 
Point2021、（365）をご用意しております。

		  ※�フォントは文字化け、レイアウトのくずれを防ぐため下記フォントに限定させていた
だきます。	  
MS ゴシック、MS P ゴシック、MS 明朝、MS P 明朝、Arial、Arial Black、Century、
Century Gothic、Times New Roman

		  ※�動画ファイルの注意点	  
Windowsの場合：Windows11（OS）及び映画 & テレビの初期状態に含まれるコーディッ
クで再生できる動画ファイルをお持ちください（動画ファイルは mp4形式を推奨します）。

		  ※ファイルサイズは1GB 以内になるようお願いいたします。

ポスター発表者の方へ
※�日本口腔ケア学会、国際口腔ケア学会の両方で演題登録をされた方	 

日本語でのポスターセッションと国際ポスターの両方で発表となります。	  
ポスターの作成は、日本語と英語のそれぞれでご準備をお願いいたします。

1. 発表時間
1）	�ポスターセッション：発表3分、質疑応答2分（計5分）
	 ・�セッション開始10分前までにご自身のポスター前にお越しください。
	 ・�発表、討論は座長の進行に従ってください。
	 ・�掲示用ピンおよび発表者用リボンは各パネル前に用意しております（リボンは発表時間帯

にお付けください）。
2）	�国際ポスター：4月27日（日）のみ、座長無しのフリーディスカッション形式となります。	  

発表者はポスター発表時（13：40～14：20）ご自身のポスターの前にて待機をお願いいたします。
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2. 貼付および撤去について
貼　付：4月26日（土）  9：00～10：00
撤　去：4月27日（日） 15：00～16：00
※�1日毎の貼り替えは行わないため、2日目に発表の方も1日目より貼付ください（2日目からの

ご参加となる場合は、9時頃までに貼付ください）。

日にち 貼　付 閲　覧 各セッション時間 撤　去

4月26日（土） 9：00～10：00 10：00～16：00

① �16：00～16：30 
ポスターセッション1～4

② �16：35～17：05 
ポスターセッション5～8

─

4月27日（日） ─
 8：30～11：20
12：20～15：00

① �11：20～11：50 
ポスターセッション9～11

② �11：55～12：25 
ポスターセッション12～14

③ �13：40～14：20 
国際ポスター討論 

（International Poster Presentation） 
※フリーディスカッション

15：00～16：00

※�勤務の都合、交通移動等で上記貼付時間に間に合わない場合は、ご発表時間までに掲示をお願
いいたします。

※�撤去時間に撤去が難しい場合は、（1）代理の方にお願いをするか、（2）掲示したままでも構い
ません。（2）の場合は事務局で処分をさせていただきますのでご了承ください（保存、返送な
どのご要望には応じられませんのでご了承ください）。

3. ポスター作成要項
ポスターは横90 ㎝、縦160 ㎝でご準備ください（右図参照）。	
演題番号は事務局にて準備しますが、演題名、氏名、所属

（横70 ㎝×縦20 ㎝）部分は各自でご準備ください。	  
なお、発表内容「縦160 ㎝×横90 ㎝」のサイズや、COI
貼付部分については概ねの位置となりますので、厳密で
なくても問題ございません（必ずしも COI は下から30 ㎝
以内に開示しなければならない、というわけではなく大
体の位置で示しています）。

20 ㎝ 70 ㎝

20 ㎝

160 ㎝

30 ㎝ＣＯＩ

90 ㎝

210 ㎝

発表内容
縦160 ㎝ × 横90 ㎝

ポスター
番号

演題名・所属都道府県名・所属施設名
所属部署名・演者名（発表者に〇）
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口頭・ポスター共通事項
1. 利益相反の開示について

演題発表をされる方は、口演発表・ポスター発表を問わず発表スライドあるいはポスター等に利
益相反状態を表示する必要があります。	  
口演発表者はスライド2枚目（タイトルスライドの次）に、ポスター発表者は最後の部分に表示
してください。

2. 日本口腔ケア学会雑誌への投稿
本学会での発表演題は、学会機関紙である口腔ケア学会雑誌に投稿していただきますようお願い
いたします。	  
本学会ではセカンドパブリケーションの投稿規定がありますので、本学会の会員への情報提供と
して適切と判断した場合は、他誌に投稿されていても投稿が可能です。	  
採否は編集委員会にご一任ください。詳細は日本口腔ケア学会ホームページよりご確認ください。

座長へのお願い
1.	 �口演座長は、担当セッション開始予定の15分前までに会場前方右の次座長席にご着席ください。
2.	 �ポスター座長は、担当セッション開始予定の15分前までに、「ポスター座長受付」にお越し

ください（ポスター会場内に設けています）。
3.	 �発表、質疑応答、総合討論（企画演題のみ）を含めて時間内に終了するようご協力をお願いい

たします。

申告すべきCOIがない場合 申告すべきCOIがある場合
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2025年4月26日土

第1会場（4F 国際会議室）

8：45～9：10 オープニングセレモニー・大会長挨拶

9：20～10：20 特別講演
座長：夏目 長門（愛知学院大学 歯学部 口腔先天異常学研究室）

KL  フレイル及びオーラルフレイルから地域のウェルビーイングへ 
～健康長寿と幸福長寿の両立の実現に向けて～
Improving well-being via strategic approach frailty and oral frailty prevention  
- Realizing both healthy longevity with well-being

○飯島　勝矢
○Katsuya Iijima
東京大学 高齢社会総合研究機構・未来ビジョン研究センター

10：30～12：00 コンセンサスカンファレンス1
座長：梅田 正博（愛知学院大学 歯学部 口腔先天異常学研究室） 

山村 佳子（順天堂大学 医学部 歯科口腔外科学研究室）　

［ MRONJ 予防のための口腔ケアを再考する ］

CC1-1 局所因子からみたMRONJの発症機序、予防方法
Mechanism of MRONJ from the perspective of local factors and prevention methods

○坂本　由紀
○Yuki Sakamoto
関西医科大学総合医療センター 歯科口腔外科

CC1-2 抜歯はMRONJ発症のリスク因子となるか？ 
どんな歯を抜くべきか？
Is tooth extraction a risk factor for developing MRONJ？ 
What teeth should be extracted？
○五月女　さき子
○Sakiko Soutome
長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 口腔保健学

CC1-3 MRONJを発症させない抜歯法はあるのか？
Are there extraction methods that do not cause MRONJ？
○大鶴　光信
○Mitsunobu Otsuru
神奈川歯科大学 口腔外科

プログラム
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12：15～13：25 社員総会
共催：ティーアンドケー株式会社

13：35～14：35 教育講演
座長：田中 彰（日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座）

EL 看護、福祉の現場におけるウェルビーイングとは
Well-being in nursing and social work settings

○秋山　美紀
○Miki Akiyama
武蔵野大学 ウェルビーイング学部

14：40～16：20 シンポジウム1
座長：田中 彰（日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座） 

宮崎 晶子（日本歯科大学新潟短期大学 歯科衛生学科） 　

［ ウェルビーイング実現に向けた口腔ケアの在り方を探る ］

SY1-1 学術的知見から考える口腔保健とウェルビーイング
Oral Health and Well-Being in the Context of Academic Findings

○木野　志保
○Shiho Kino
東京科学大学大学院 医歯学総合研究科 口腔疾患予防学分野

SY1-2 がん患者における口腔ケアとウェルビーイング
Well-being and oral care in patients with cancer

○前原　美咲1）2）

○Misaki Maehara1）2）
1）社会医療法人博愛会 相良病院 歯科口腔外科、2）社会医療法人博愛会 相良病院 歯科衛生科

SY1-3 MA-TⓇジェルを用いた口腔衛生管理　―歯科衛生士による使用レポート―
Oral Hygiene Management with MA-T Gel：A Report on Its Use by Dental Hygienists

○高嶺　あゆみ1）、阪井　丘芳2）

○Ayumi Takamine1）, Takayoshi Sakai2）
1）医療法人自灯明会 ZEN DENTAL CLINIC、 
2）大阪大学大学院 歯学研究科 成長発達歯学系部門 顎口腔機能治療学講座

SY1-4 口腔ケアの介護技術と腰痛対策介護の実践 
～施術者の身体を守る視点から口腔ケアを考える～
Practice of oral care nursing techniques and back pain care 
Considering oral care from the perspective of rotecting the practitioner’s body

○長藤　成眞
○Narumasa Nagafuji
オフィスアイル
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第2会場（2F メインホール A）

9：20～10：20 特別講演サテライト

10：30～11：30 在宅医療委員会企画講演
座長：杉本 太造（医療法人紫陽 クリニックサンセール清里）

［ 穏やかな最期を過ごすための在宅緩和医療における口腔ケア ］

HMC-1 在宅緩和ケアにおける歯科の役割：エビデンスに基づく口腔ケア実践
The Role of Dentistry in Home-Based Palliative Care： 
Evidence-Based Oral Care Practices

○下郷　麻衣子
○Maiko Shimosato
国立病院機構 京都医療センター

HMC-2 在宅緩和医療における看護師の役割と実践：口腔ケアの現場から
The role and practice of nurses in home palliative care：From the �eld of oral care

○村松　真澄
○Masumi Muramatsu
札幌市立大学

11：40～12：00 臨床モニタリング委員会企画

CMC	 臨床モニタリング制度のご紹介
〇田中　彰1）2）

〇Akira Tanaka1）2）
1）日本口腔ケア学会 臨床モニタリング委員会 委員長、2）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座

12：15～13：15 ランチョンセミナー1
座長：福井 佳代子（学校法人日本歯科大学 新潟生命歯学部 薬理学講座）

LS1	 がん患者の口腔ケアと口腔カンジダ症マネージメント
Oral care and management of oral candidiasis in patients with cancer

○濵田　倫史
○Tomofumi Hamada
社会医療法人博愛会 相良病院 歯科口腔外科

共催：イーエヌ大塚製薬株式会社
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13：35～15：05 薬剤師部会シンポジウム
座長：山浦 克典（慶應義塾大学 薬学部）　　　  　　　　　　　　　　　　　　 

松尾 宏一（福岡大学 薬学部 腫瘍・感染症研究室、福岡大学病院 薬剤部）

［ 病院薬剤師が関与できる口腔ケアマネジメント ］

PSY-1 口腔内有害事象への病院薬剤師の貢献
Pharmacologic Contribution of Hospital Pharmacists to Oral Adverse Events

○松尾　宏一1）2）

○Koichi Matsuo1）2）
1）福岡大学 薬学部 腫瘍・感染症研究室、2）福岡大学病院 薬剤部

PSY-2 患者さんと多職種をつなぐ口腔ケア 
～私たちにできること～
Oral care that connects patients with multiple professions 
～What we can do？～
○島村　奈緒美
○Naomi Shimamura
慶應義塾大学病院 薬剤部

PSY-3 がん化学療法患者の口腔粘膜炎対策 
―臨床現場と教育現場からのアプローチ
Measures against oral mucositis in cancer chemotherapy patients： 
Approaches from clinical and educational settings

○吉田　謙介1）2）

○Kensuke Yoshida1）2）
1）東京薬科大学 薬学部 医薬品安全管理学教室、2）新潟大学 顎顔面口腔外科学分野

PSY-4 病院薬剤師と大学が協働する口腔ケアの推進
Collaboration of hospital pharmacists and universities to promote oral care

○渡邉　真一
○Shinichi Watanabe
松山大学 薬学部 医療薬学研究室

15：15～16：15 特別セッション1
座長：戸谷 収二（日本歯科大学 新潟病院口腔外科）

SS1	� 口腔ケアを難渋させる口腔乾燥症 
―概念と為害作用、口腔ケア方法―
Xerostomia, which makes oral care dif�cult 
-Concept, harmful effects, and oral care methods-

○岩渕　博史
○Hiroshi Iwabuchi
国際医療福祉大学病院 歯科口腔外科
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16：25～17：05 特別セッション2

SS2	� 佐渡世界遺産と佐渡五醸 
～佐渡のお酒を美味しく味わうために～
Sado World Heritage Site and Sado Sake Brewery Association-How to Enjoy Sado Sake

○羽豆　大
○Hiroshi Hazu
株式会社北雪酒造 代表取締役社長

第3会場（2F 中会議室201）

9：20～10：00 一般口演1［ 症例報告 周術期口腔管理① ］
座長：辻内 実英（あがの市民病院 歯科口腔外科）

O1-1 沖縄県立病院群歯科口腔外科における周術期口腔機能管理の標準化の取り組み 
―第2報―
○玉城　比奈子1）、山本　雅史1）、津波古　康太1）、齋藤　礼2）、山城　貴愛3）、比嘉　盛敏4）、
立津　政晴5）、比嘉　夏希1）、宮里　綾乃1）、安部　由貴乃1）、幸地　寧々花1）、仲本　愛里1）、
澤田　茂樹1）、新垣　敬一3）

1）沖縄県立北部病院、2）沖縄県立南部医療センター・こども医療センター、3）沖縄県立中部病院、 
4）沖縄県立八重山病院、5）沖縄県立宮古病院

O1-2 前立腺癌の薬物療法患者における周術期口腔機能管理中に発症した白板症の1例
○老月　恵、山口　百々穂、高塚　紫巳、岡島　静奈、佐伯　唯衣、櫻井　航太郎、山田　慎一
富山大学 学術研究部医学系 歯科口腔外科講座

O1-3 周術期から始まり10年以上口腔衛生管理を継続した舌癌患者の1例
○相方　恭子1）、小根山　隆浩2）、佐久間　要3）、戸谷　収二2）、田中　彰3）

1）日本歯科大学新潟病院 歯科衛生科、2）日本歯科大学新潟病院 口腔外科、 
3）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座

O1-4 広範な苔癬様口内炎に頬粘膜癌を生じた患者に対して 
栄養指導と口腔衛生管理を施行した1例
○遠山　麻衣子1）、城井　友幸2）、町田　東子2）、佐久間　要2）、青木　悠3）、田中　彰2）

1）日本歯科大学新潟病院 歯科衛生科、2）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座、 
3）日本歯科大学新潟病院 看護科
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10：10～11：00 一般口演2［ 症例報告 周術期口腔管理② ］
座長：新井 直也（三重大学大学院 医学系研究科 口腔・顎顔面外科学分野）

O2-1 造血幹細胞移植患者に対する口腔管理の経験
○青山　恵梨子
名古屋市立大学病院 歯科口腔外科

O2-2 術前外来での歯科衛生士による口腔スクリーニングの有用性について
○髙鹿　栞帆1）、山村　佳子1）2）、森本　夢菜1）、佐藤　優希1）、山﨑　淳子1）、石川　晴士3）、
川越　いづみ3）、篠原　光代1）2）

1）順天堂大学医学部附属順天堂医院 歯科口腔外科、2）順天堂大学 医学部 歯科口腔外科学研究室、 
3）順天堂大学医学部附属順天堂医院 麻酔科・ペインクリニック

O2-3 放射線性口腔粘膜炎に対するマウスガードを光学印象にて作成した1例
○赤柴　竜1）、廣安　一彦3）、植草　達也3）、城井　友幸2）、依田　雅貴2）、田中　彰2）、 
戸谷　収二1）

1）日本歯科大学新潟病院 口腔外科、2）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座、 
3）日本歯科大学新潟病院 口腔インプラント科

O2-4 進行口腔がん治療に施行した超選択的動注化学放射線療法中に行った 
周術期口腔機能管理の検討
○畑－川上　未有希1）2）、永井　雅代1）、武内　信親1）、村山　和義1）、藤内　祝1）2）、 
武田　幸彦1）2）

1）新潟県立中央病院 口腔外科、2）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座

O2-5 当科での周術期口腔機能管理の現状と課題
○竹内　友紀、熊澤　愛結、佐藤　礼菜、鷲見　明理、宮越　佳奈、佐藤　紗貴、谷口　広子、
今井　隆生
大同病院 歯科口腔外科

11：10～11：50 一般口演3［ 臨床研究 臨床統計① ］
座長：根岸 明秀（国立病院機構 渋川医療センター 歯科口腔外科）

O3-1 頭頸部放射線療法や化学療法による口腔粘膜炎に対するエピシルⓇの再評価
○池田　哲也1）2）、里見　貴史1）2）、手塚　里奈1）2）、湯本　愛実1）、三木　貴仁1）、齋藤　康一郎1）

1）杏林大学病院 耳鼻咽喉科・顎口腔外科、2）日本歯科大学 生命歯学部 口腔外科学講座

O3-2 当院における周術期等口腔機能管理の臨床統計的検討
○平原　成浩1）2）、新田　哲也1）、平野　憂花1）2）、東元　郁菜子1）2）、六笠　靖子1）、 
山本　恵莉香1）、黒木　瀬里奈1）、尾辻　美奈子1）、山口　麻衣子1）

1）鹿児島市立病院 歯科口腔外科、2）鹿児島大学病院 口腔顎顔面外科



― 26 ―

O3-3 魚沼基幹病院歯科口腔外科における 
骨吸収抑制薬剤開始前の口腔内精査依頼について
○加納　浩之1）、加藤　祐介1）、青柳　友美2）、松原　ちえみ2）、山本　佳奈2）、角田　聡美2）、
井口　千絵2）

1）新潟県地域医療推進機構 魚沼基幹病院 歯科口腔外科、 
2）新潟県地域医療推進機構 魚沼基幹病院 診療技術科

O3-4 新潟臨港病院における周術期口腔機能管理患者の臨床的検討
Clinical analysis of perioperative oral management in Niigata Rinko Hospital

○中川　綾
社会医療法人新潟臨港保健会 新潟臨港病院

13：35～14：25 一般口演4［ 口腔ケアの事例報告 施設の取り組み ケア方法① ］
座長：鶴巻 浩（新潟中央病院 歯科口腔外科）

O4-1 病棟看護師の入院患者に対する口腔ケアの取り組みの現状について
○山田　遥、佐藤　七夏、太田　香奈子、本間　彰人
社会福祉法人新潟市社会事業協会 信楽園病院 歯科口腔外科

O4-2 医療再編における当院の新たな口腔ケアの取り組み
○野田　直人、田村　雅子、大竹　加奈子、藤井　梨沙子、平賀　晴香
新潟県済生会三条病院 歯科口腔外科

O4-3 口腔乾燥を伴った亜鉛欠乏性味覚障害患者に対する包括的治療の有用性
○本間　弓賀1）2）、中谷　佑哉2）3）、町田　東子2）4）、花田　大地1）2）、横田　あすみ1）2）、 
田中　彰4）、戸谷　収二2）3）

1）日本歯科大学大学院 新潟生命歯学研究科 顎口腔全身関連治療学、 
2）日本歯科大学新潟病院 口のかわき治療外来、3）日本歯科大学新潟病院 口腔外科、 
4）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座

O4-4 介護老人保健施設の口腔ケアを長期におこなって得られた経験
○西澤　光弘1）2）

1）医療法人群栄会 田中病院 歯科、2）医療法人隆仁会 山王歯科

O4-5 グッドライフ病院における歯科口腔外科開設後の周術期口腔ケアへの取り組み
○中島　世市郎1）2）、山本　佳代子1）2）、髙橋　綾香1）、島田　奈々子1）、植野　高章1）

1）大阪医科薬科大学 医学部 口腔外科学教室、2）グッドライフ病院
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14：40～15：55 看護部会シンポジウム
座長：道重 文子（前敦賀市立看護大学 看護学部／大阪医科薬科大学）

［ �口腔ケアにおける看護の質向上を目指して ］ 
～基礎教育から臨床研修へつなぐ～

NSY-1 看護学生が卒業時までに習得する必要がある口腔ケアの知識と技術に対する 
看護系大学教員の認識
Nursing students should learn the purpose of oral care inclusion and observation in 
the standard care of older adults

○江㞍　晴美
○Harumi Ejiri
中部大学 生命健康科学部 保健看護学科

NSY-2 看護系大学生が卒業時までに習得すべき口腔ケアの知識と技術 
―看護師及び看護系大学教員における重要性の認識―
Oral Care Knowledge and Skills That Nursing University Students Should Acquire 
by Graduation: 
-Perceptions of Importance Among Nurses and Nursing Faculty-

○山本　司
○Tsukasa yamamoto
中部大学 生命健康科学部 保健看護学科

NSY-3 医療施設内の看護職による口腔ケアの状況と教育ニーズ
Actual conditions and educational needs for oral care by nurses in healthcare 
facilities

○大野　晶子
○Akiko Oono
日本福祉大学 看護学部

15：55～16：20 看護部会交流集会
座長：東野 督子（日本赤十字豊田看護大学、（一社）日本口腔ケア学会 看護部会） 

水谷 聖子（日本福祉大学 看護学部、（一社）日本口腔ケア学会 看護部会）　

NEM 看護の質を高めるために、口腔ケアについて考えよう
Considering Oral Care to Improve the Quality of Nursing Care

○東野　督子1）3）、○水谷　聖子2）3）

○Tokuko Higashino1）3）, ○Seiko Mizutani2）3）

1）日本赤十字豊田看護大学、2）日本福祉大学 看護学部、3）（一社）日本口腔ケア学会 看護部会
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第4会場（3F 中会議室301）

9：20～10：00 一般口演5［ 口腔ケアに関わる教育 普及活動 地域の取り組み① ］
座長：木村 吉宏（市立ひらかた病院 歯科・口腔外科）

O5-1 北海道医療大学薬学部における口腔ケア教育
○櫻田　渉1）、山本　隆弘1）、木村　治1）、岡橋　智恵4）、秋元　奈美4）、齊藤　正人3）4）、 
浜上　尚也2）

1）北海道医療大学 薬学部 実務薬学講座、2）北海道医療大学 薬学部 衛生薬学（衛生化学）、 
3）北海道医療大学 歯学部 口腔構造・機能発育学系 小児歯科学、 
4）北海道医療大学歯学部付属歯科衛生士専門学校

O5-2 当院における口腔ケアの指導者を育成する取り組み
○西嶋　久美子、鈴木　遥花
岡崎市民病院

O5-3 長野県内での医療・介護従事者・一般市民に対する口腔ケアの普及に向けた 
「信州口腔ケアネットワーク」の活動報告
○田中　聖佳、高橋　絢、髙本　愛、宮﨑　詠里、酒井　智沙都、酒井　洋徳、栗田　浩
信州大学医学部附属病院 特殊歯科・口腔外科

O5-4 口腔咽頭吸引に対する歯科衛生士の知識と実態に関する調査
Survey on Dental Hygienists’Knowledge and Actual Conditions Regarding Oropharyngeal 
Suction

○大橋　伸英1）2）3）、水野　愛理3）、Meiji　Soe　Aung1）、川口谷　充代1）、漆原　範子1）、 
小林　宣道1）、宮﨑　晃亘2）3）

1）札幌医科大学 医学部 衛生学講座、2）札幌医科大学 医学部 口腔外科学講座、 
3）札幌医科大学附属病院 歯科・口腔外科

10：10～11：00 一般口演6［ 口腔ケアに関わる教育 普及活動 地域の取り組み② ］
座長：大野 晶子（日本福祉大学 看護学部）

O6-1 院内口腔ケアラウンドを実施した結果と今後の課題
○梶川　美紗1）、平松　裕子2）、所　友希2）、奥村　嘉英2）、渡邉　裕之2）、武田　麻寿美1）

1）一宮市立市民病院 看護局、2）一宮市立市民病院 歯科口腔外科

O6-2 令和6年能登半島地震における災害歯科保健活動の報告
○向　真紀1）2）、須貝　美夏2）3）、赤田　巧子2）4）、石森　美穂2）4）、東川　久代2）5）、 
山村　真由美2）5）、藤川　静2）4）、西出　一美2）6）、畑　早苗2）7）、川上　祥江2）8）、越田　美和1）2）

1）石川県立中央病院 歯科技術室、2）石川県歯科衛生士会、3）芳珠記念病院 歯科口腔外科、 
4）公立松任石川中央病院 歯科口腔外科、5）金沢医科大学病院 歯科口腔科、6）介護老人福祉施設 松寿園、
7）石川県口腔保健医療センター、8）特別養護老人ホーム ゆきわりそう

O6-3 看護基礎教育の口腔ケア教育に関する国内外の文献検討
○吉川　あゆみ、左近　香代子、水口　誠子、山内　聡子、北尾　良太、伊津美　孝子、 
石原　逸子
大阪歯科大学 看護学部 基礎看護学領域
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O6-4 急性期病棟勤務看護師の口腔ケアと 
その使用器材の実態と使用器材のニーズの調査
○杉本　清楓1）2）、内田　荘平3）、秋永　和之3）、有田　英生4）、吉住　潤子4）、晴佐久　悟5）

1）福岡看護大学大学院 看護研究科 看護学修士課程、2）福岡歯科大学医科歯科総合病院 歯科衛生士部、 
3）福岡看護大学 健康支援看護部門 成人看護学分野、4）福岡歯科大学 口腔・顎顔面外科学 口腔腫瘍学分野、
5）福岡看護大学 基礎・基礎看護部門 基礎・専門分野

O6-5 基礎看護技術テキストにおける口腔ケアに関する記述内容の分析
○左近　香代子、水口　誠子、吉川　あゆみ、山内　聡子、北尾　良太、伊津美　孝子、 
石原　逸子
大阪歯科大学 看護学部 看護学科

11：10～12：00 一般口演7［ 臨床研究 臨床統計② ］
座長：芳澤 享子（松本歯科大学 口腔顎顔面外科学講座）

O7-1 当科でのMRONJ症例とその残存歯数の関係性についての検討
A study of MRONJ cases in our department and their relationship to the number of 
remaining teeth

○田村　庄平1）、天野　克比古1）、武田　斉子2）、有村　友紀1）、明石　翔1）、永田　裕樹1）、 
舩橋　洋志2）、古澤　海風1）、飯田　征二1）

1）岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 顎口腔再建外科学分野、 
2）岡山大学病院 口腔外科 顎口腔再建外科部門

O7-2 口腔乾燥症患者に対する初期治療の有用性の臨床的検討
Ef�cacy of Initial Treatment for Patients with Xerostomia：A Clinical Study

○中谷　佑哉1）2）、町田　東子2）3）、花田　大地2）4）、本間　弓賀2）4）、横田　あすみ2）4）、 
田中　彰3）、戸谷　収二1）2）

1）日本歯科大学新潟病院 口腔外科、2）日本歯科大学新潟病院 口のかわき治療外来、 
3）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座、 
4）日本歯科大学大学院 新潟生命歯学研究科 顎口腔全身関連治療学

O7-3 当院における回復期口腔機能管理の臨床的検討
○切替　俊彬、小河原　克訓、阿部　苑美、飯田　実紗、阪本　邦彦、勝見　ちひろ、鈴木　理絵、
才藤　靖弘、髙橋　喜久雄
独立行政法人地域医療機能推進機構 船橋中央病院 歯科口腔外科

O7-4 沖縄県立宮古病院歯科口腔外科における全身麻酔下歯科治療の現状と課題
○武冨　咲子1）、上田　剛生1）、立津　政晴1）、藤田　寛生1）、下地　多重子1）、平良　美喜子1）、
友利　沙弥加1）、銘苅　泰明2）、仲間　錠嗣2）、澤田　茂樹3）、狩野　岳史4）、比嘉　努5）、 
新垣　敬一2）

1）沖縄県立宮古病院 歯科口腔外科、2）沖縄県立中部病院 歯科口腔外科、3）沖縄県立北部病院 歯科口腔外科、
4）沖縄県立八重山病院 歯科口腔外科、5）沖縄県立南部医療センター・こどもセンター

O7-5 唾液をサンプルとしたがんリスク判定（サリバチェッカー）の有用性について 
第2報：膵がん、肺がん、大腸がん患者の結果中心に
○黒瀬　基尋1）、五月女　さき子2）、速水　佳世1）、梅田　正博1）、夏目　長門1）

1）愛知学院大学 口腔先天異常学研究室、2）長崎大学院 医歯薬学総合研究科 口腔保健学分野
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13：35～14：35 一般口演8［ 症例報告 その他 ］
座長：山本 俊郎（京都府立医科大学大学院 医学研究科 歯科口腔科学）

O8-1 大型口腔潰瘍を生じた T-DXd投与による発熱性好中球減少症患者に 
口腔衛生管理を行った1例
○若月　真実1）、城井　友幸1）2）、川口　真菜1）、横田　あすみ1）2）、本間　弓賀1）2）、 
小林　由奈1）2）、全　あけ美1）2）、依田　雅貴1）3）、佐久間　要1）2）、小根山　隆浩1）3）、 
田中　彰1）2）

1）新潟県立がんセンター新潟病院 歯科口腔外科、2）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座、 
3）日本歯科大学新潟病院 口腔外科

O8-2 要介護高齢者における根面う蝕の発生抑制に効果があった一例 
―フッ化物配合ジェルとCPP-ACP配合ペーストの併用―
○和久井　優香1）、高田　正典2）、澤田　佳世1）、大澤　えり子1）、白野　美和3）

1）日本歯科大学新潟病院 歯科衛生科、2）日本歯科大学 在宅ケア新潟クリニック、 
3）日本歯科大学新潟病院 訪問歯科口腔ケア科

O8-3 スティーブンス・ジョンソン症候群の既往に留意して 
化学療法中の口腔粘膜炎を管理した一例
○光平　珠美、中嶋　悠斐、小原　豪、臼井　志帆、市村　典久、古江　浩樹
小牧市民病院 歯科口腔外科

O8-4 視覚型指導用紙の活用により要介護高齢者の口腔衛生状態が改善した一例
○田辺　菜月1）、白野　美和2）、吉岡　裕雄2）、渥美　陽二郎2）、澤田　佳世1）、大澤　えり子1）、
和久井　優香1）、池田　裕子3）

1）日本歯科大学新潟病院 歯科衛生科、2）日本歯科大学新潟病院 訪問歯科口腔ケア科、 
3）日本歯科大学新潟短期大学

O8-5 口腔内の温度変化が被覆粘膜の血流量に与える影響
○伊藤　希、清水　香澄、濵田　志、林　美歩、服部　理子、小泉　岳、滝川　享、山田　梨奈、
村田　琢、新井　直也
三重大学大学院 医学系研究科 生命医科学専攻 臨床医学系講座 口腔・顎顔面外科学分野

O8-6 医学部附属病院および関連病院における歯科衛生士勤務実態調査
○高橋　絢、髙本　愛、宮﨑　詠里、酒井　智沙都、田中　聖佳、酒井　洋徳、栗田　浩
信州大学医学部附属病院

14：45～15：45 一般口演9［ 口腔ケアの事例報告 施設の取り組み ケア方法② ］
座長：相原 喜子（愛知学院大学短期大学部）

O9-1 当院の緩和ケア病棟における口腔機能管理の効率的な運用に向けた取り組み
○平松　裕子、所　友希、森　早由莉、田島　未結、猪嶋　一希、平井　愛華、黒川　誉志哉、
奥村　嘉英、渡邉　裕之
一宮市立市民病院 歯科口腔外科
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O9-2 Matching transformation system口腔用ジェルを用いた口腔ケア効果に関する調査
○伊藤　有祐子、鈴木　未来、椿山　美幸、長友　愛香、原田　姫嘉、杉浦　三幸、岡田　尚子、
黒柳　一歩、松林　拓身、黒柳　範雄
碧南市民病院

O9-3 歯科衛生士が多職種連携で取り組む周術期等口腔機能管理
○酒井　奈美子、樋口　茉里、木村　美緒、山本　莉子、小林　美由紀、五十嵐　隆一、 
池田　順行
社会福祉法人 済生会新潟県央基幹病院

O9-4 多職種との連携充実に向けた歯科衛生士の取り組み
○井ノ口　茉奈1）、日野　聡史2）、河本　裕美子1）、尾澤　みなみ1）、田坂　晴菜1）、阪井　礼1）、
内田　大亮2）

1）愛媛大学医学部附属病院 診療支援部、2）愛媛大学医学部附属病院 歯科口腔外科・矯正歯科

O9-5 当院における顎変形症患者への周術期等口腔機能管理の実態調査
○新崎　ののか
沖縄県立南部医療センター・こども医療センター

O9-6 口腔扁平苔癬患者に対する専門的口腔ケアの検討
○谷渕　友梨1）2）、小森　美香1）2）、宮本　晴香1）2）、菊地　和代1）2）、大畑　伽奈1）2）、 
渋谷　舞1）2）、笹谷　綾1）2）、田村　亜弓1）2）、田中　芽衣1）2）、石川　愛美1）2）、 
沖田　美千子1）2）、針谷　靖史1）2）

1）医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 歯科口腔外科、 
2）医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 周術期口腔ケアセンター

第5会場（3F 中会議室302）

9：20～10：00 一般口演10［ 口腔ケアに関わる教育 普及活動 地域の取り組み③ ］
座長：片倉 朗（東京歯科大学 口腔病態外科学講座）

O10-1 地域の健常高齢者における摂食嚥下機能の維持・向上に関する取り組み
○高橋　圭三1）2）、山村　千絵2）

1）日本歯科大学 新潟生命歯学部 耳鼻咽喉科学、2）新潟リハビリテーション大学

O10-2 岸和田徳洲会病院における新入職看護師に対する口腔ケア実践教育について 
～7年の総括と今後の課題～
○姜　良順1）、松野　友佳子2）、川上　麻美3）、西川　祐子3）、田口　智栄子3）、田中　みやび3）、
川上　珠吏3）、藤田　千夏3）、伊東　花梨3）、吉永　百華3）、松下　優希1）、柴田　恵理1）、 
堀　さやか1）、荻澤　良治1）、村山　敦1）、首藤　敦史1）

1）岸和田徳州会病院 歯科口腔外科、2）岸和田徳州会病院 看護部、3）岸和田徳州会病院 看護部 歯科衛生士
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O10-3 薬学部教育における歯科との職種間連携に関する取り組みについて
○黒川　亮1）10）、吉田　謙介2）、清海　杏奈2）、杉浦　宗敏2）、金丸　博子1）、曽我　麻里恵1）、
船山　さおり1）3）、善本　佑1）4）、笹川　花梨1）5）、那須　優介1）5）、田中　恵子6）7）、 
中村　夢衣6）、宍戸　香8）、齋藤　千愛9）、星野　直人2）9）、古賀　雅良9）10）、冨原　圭10）、 
大内　章嗣1）8）

1）新潟大学医歯学総合病院 医療連携口腔管理治療部、2）東京薬科大学 薬学部 医薬品安全管理学教室、 
3）新潟大学医歯学総合病院 口腔リハビリテーション科、 
4）新潟大学大学院 医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野、 
5）新潟大学大学院 医歯学総合研究科 摂食環境制御学講座 歯周診断・再建学分野、 
6）新潟大学医歯学総合病院 医療技術部 歯科衛生部門、7）新潟大学医歯学総合病院 患者総合サポートセンター、 
8）新潟大学大学院 医歯学総合研究科 口腔生命福祉学講座 福祉学分野、 
9）新潟大学医歯学総合病院 薬剤部、10）新潟大学大学院 医歯学総合研究科 顎顔面口腔外科学分野

O10-4 非常勤勤務体制の歯科口腔外科による周術期口腔機能管理の取り組み
○來生　知1）2）、小山田　有貴子1）、石川　聡一郎1）2）、岩井　俊憲1）2）、廣田　誠1）3）、 
光藤　健司1）2）

1）横浜市脳卒中・神経脊椎センター 歯科・口腔外科、 
2）横浜市立大学大学院 医学研究科 顎顔面口腔機能制御学、3）京都大学大学院 医学研究科 口腔外科学分野

10：10～11：00 一般口演11［ 臨床研究 臨床統計③ ］
座長：渋谷 恭之（名古屋市立大学 口腔外科学分野）

O11-1 知的障がい者施設入所者・職員に対する 
歯科衛生士会による口腔健康管理介入の効果 
―歯科衛生士介入は施設の肺炎を減少させる―
○髙本　愛1）2）、槇石　弘子2）、高橋　絢1）2）、宮﨑　詠里1）2）、小野　智沙都1）2）、田中　聖佳1）2）、
酒井　洋徳1）、栗田　浩1）

1）信州大学医学部附属病院 特殊歯科・口腔外科、2）長野県歯科衛生士会

O11-2 顎矯正手術前後における顎変形症患者の洗口液の嗜好性に関するアンケート調査
○鈴木　未来、伊藤　有祐子、椿山　美幸、長友　愛香、原田　姫嘉、杉浦　三幸、岡田　尚子、
黒柳　一歩、松林　拓身、黒柳　範雄
碧南市民病院

O11-3 周術期口腔機能管理がもたらす口腔衛生管理への意識変化に関する検討
○藤川　慶乃1）、綿松　静香1）、吉田　美和1）、伊地知　由賀1）、木下　小百合1）、畠中　利英1）、
仲川　洋介2）、山川　延宏2）

1）奈良県立医科大学附属病院 医療技術センター、2）奈良県立医科大学 口腔外科学講座

O11-4 骨粗鬆症リエゾンサービス歯科介入における不介入因子についての調査
○池田　由香、竹田　彩加、山田　千尋、榎本　日菜子、鶴巻　浩、児玉　泰光、小柳　広和
社会医療法人仁愛会 新潟中央病院 歯科口腔外科
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O11-5 医療的ケア児者に関する歯科衛生士の実態調査
○水上　美樹1）、田村　文誉2）、鈴木　厚子3）、田中　恵4）、吉本　美枝5）、田中　祐子1）、 
小坂　美樹6）、菊谷　武1）

1）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック、 
2）日本歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科、3）東京都立府中療育センター 歯科・看護科、 
4）愛知県医療療育総合センター中央病院 歯科部、5）大阪歯科大学大学院 医療保健学研究科、 
6）社会福祉法人鶴風会 東京小児療育病院

11：10～12：00 一般口演12［ 臨床研究 臨床統計④ ］
座長：宮田 勝（石川県立中央病院 歯科口腔外科）

O12-1 ベタメゾン軟膏塗布による口腔中咽頭癌放射線治療時口腔粘膜炎重症化予防
Prevention of severe oral mucositis during radiotherapy for oral and oropharyngeal cancer 
by betamethasone ointment application

○寺井　詩織1）、五月女　さき子2）、里　美香1）、貫間　知美1）、西山　由美1）、小出　琴美1）、
大瀬良　いずみ1）、田中　咲1）、大森　彩1）、平尾　直美1）、鵜飼　孝3）

1）長崎大学病院 医療技術部 歯科衛生部門、2）長崎大学病院 医歯薬学総合研究科 口腔保健学分野、 
3）長崎大学病院 口腔管理センター

O12-2 周術期口腔機能管理における 
入院前介入患者の術後肺炎予防効果と入院医療費との関連
○古田　久美子1）2）、廣岡　昌史1）、小手川　雄一1）、坂本　ゆり1）、河本　裕美子2）、 
日野　聡史3）、内田　大亮3）

1）愛媛大学医学部附属病院 総合診療サポートセンター、2）愛媛大学医学部附属病院 診療支援部、 
3）愛媛大学医学部附属病院 歯科口腔外科・矯正歯科

O12-3 心臓弁置換手術患者に対する周術期等口腔機能管理の現状
○米良　英里子、金氏　毅、馬場　園恵、蔵満　ありさ、杉尾　珠美、原田　小町、山隈　優、
福井　丈仁、平山　聞一、永田　順子、山下　善弘
宮崎大学医学部附属病院 歯科口腔外科・矯正歯科

O12-4 内視鏡下副鼻腔手術を施行した患者の口腔機能管理に関する後ろ向き研究
○水本　郁1）、石戸　克尚1）2）、赤荻　勝一3）、泉田　有美子1）、本田　まどか1）、井林　真彩1）、
寺井　由加里4）

1）富山赤十字病院 歯科口腔外科、2）富山大学附属病院 顎口腔外科・特殊歯科、 
3）富山赤十字病院 耳鼻いんこう科、4）富山赤十字病院 内科

O12-5 要介護高齢者に対する口腔清掃介助の困難感についての意識調査
○澤田　佳世1）、吉岡　裕雄2）、大澤　えり子1）、田辺　菜月1）、和久井　優香1）、池田　裕子3）、
白野　美和2）

1）日本歯科大学新潟病院 歯科衛生科、2）日本歯科大学新潟病院 訪問歯科口腔ケア科、 
3）日本歯科大学新潟短期大学 歯科衛生学科
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13：35～14：25 一般口演13［ 臨床研究 臨床統計⑤ ］
座長：金子 貴広（埼玉医科大学総合医療センター 歯科口腔外科）

O13-1 沖縄県立八重山病院における周術期口腔機能管理に関する臨床的検討
○狩野　岳史1）、波照間　克子1）、赤嶺　葉月1）、福田　史織1）、大濱　佳織1）、玻座真　彩貴1）、
町田　由貴子1）、大城　日奈子1）、比嘉　盛敏1）、新垣　敬一2）

1）沖縄県立八重山病院 歯科口腔外科、2）沖縄県立中部病院 歯科口腔外科

O13-2 当科で治療を行った放射線性顎骨壊死（ORNJ）発症患者の臨床特性に関する検討
○藤原　昂夢1）、人見　雅代1）3）、俵藤　俊輝1）2）、八木沢　就真1）、小宮山　雄介1）、 
福本　正知1）、和久井　崇大1）、川又　均1）

1）獨協医科大学 医学部 口腔外科学講座、2）佐野厚生総合病院 歯科口腔外科、 
3）菅間記念病院 歯科口腔外科

O13-3 再建用チタンプレートを用いて手術を行った下顎歯肉癌患者に対する 
術後口腔ケアの検討
○岡村　武志、里見　貴史
日本歯科大学 生命歯学部 口腔外科学講座

O13-4 甲状腺機能低下症合併妊娠の妊婦とその児の口腔細菌叢の特徴 
―OMPU-CS study
Characterization of the oral microbiota of hypothyroid mothers and their infants 
―OMPU-CS study

○大道　麻由1）、小越　菜保子1）、久藤　麻子2）、藤田　太輔3）、坂口　翔一4）、津田　晃司2）、
大森　実知1）、中野　隆史4）、大道　正英3）、玉置　淳子2）、植野　高章1）

1）大阪医科薬科大学 医学部 口腔外科学教室、2）大阪医科薬科大学 医学部 衛生学・公衆衛生学教室、 
3）大阪医科薬科大学 医学部 産婦人科学教室、4）大阪医科薬科大学 医学部 微生物学・感染制御学教室

O13-5 高齢者施設入所者のビスホスホネート製剤およびデノスマブ使用状況
○飯島　洋介1）、秦　千菜津1）、植松　綾子1）、山田　美喜1）、小川　亮2）、アリヤ　聖子2）、 
神戸　美保子3）、神戸　智幸3）、佐野　元彦4）、大西　正明1）、日野　峻輔1）、堀江　憲夫1）、
金子　貴広1）

1）埼玉医科大学総合医療センター 歯科口腔外科、 
2）特別養護老人ホーム あったかの家、3）埼玉よりい病院 口腔顎顔面外科、 
4）星薬科大学 実務教育研究部門

14：35～15：45 一般口演14［ 症例報告 有病者・高齢者の口腔ケア ］
座長：松村 達志（和歌山県立医科大学 医学部 歯科口腔外科学講座）

O14-1 精神疾患への口腔健康管理介入後の口腔内細菌数の変化 

○下地　美沙希
沖縄県精和病院

O14-2 当院における造血器悪性腫瘍患者の口腔機能管理について
○中野　浩佑1）、濵田　渉2）、宮本　真紀子1）、下江　麻衣1）、田野　智之1）、植野　高章2）、 
宇根　秀則1）

1）公立学校共済組合中国中央病院 歯科口腔外科、2）大阪医科薬科大学 医学部 口腔外科学教室
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O14-3 超高齢誤嚥性肺炎患者のオーラルセルフケアに電動歯ブラシを活用した1例
○馬場　貴1）、福井　丈人2）、金氏　毅2）、山下　善弘2）

1）宮崎県立日南病院 歯科口腔外科、2）宮崎大学 医学部 感覚運動医学講座 顎顔面口腔外科学分野

O14-4 レボドパ・ベンセラジド塩酸塩配合剤と酸化マグネシウムの併用により 
口腔剥離上皮膜が黒色を呈した1例
○木村　吉宏、有吉　靖則、濱田　敦、岡江　梓
市立ひらかた病院 歯科・口腔外科

O14-5 歯性感染症に起因した脳膿瘍に対して専門的口腔ケア介入を行った1例
○渡辺　紘士1）、北澤　美幸2）、森　千紘1）、大岩　浩気1）、長橋　あゆみ2）、山口　千裕2）、 
小佐野　優希2）、加藤　恵美子2）、葉山　綾2）、井出　正俊1）

1）富士市立中央病院 歯科口腔外科、2）富士市立中央病院 診療技術部

O14-6 Methotrexateにより発生したと考えられた難治性口内炎に対し 
口腔ケア管理を施行した1例
○森　一将、松本　安吏、織田　敬子、嶋田　淳、山本　信治
明海大学 歯学部 病態診断治療学講座 口腔顎顔面外科学分野

O14-7 急性骨髄性白血病の骨髄移植後に慢性GVHDを発症した患者に対し 
口腔管理を行なった1例
○永沼　佳納、薄井　成子、山蔦　毅彦
新潟県立新発田病院 歯科口腔外科

ポスター会場（2F メインホール B）

17：10～18：10 佐渡の銘酒 北雪と共に口腔ケアを語らう夕べ
共催：株式会社北雪酒造



― 36 ―

2025年4月27日日

第1会場（4F 国際会議室）

12：35～13：35 ランチョンセミナー2
座長：田中 彰（日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座）

LS2	 どうやって口腔医療、口腔ケアを拡げるか？：信州大学の取り組み
How can we promote oral healthcare？：Shinshu University’s initiatives

○栗田　浩
○Hiroshi Kurita
信州大学 医学部 歯科口腔外科学教室

共催：株式会社大塚製薬工場

13：40～15：40 シンポジウム2
座長：栗田 浩（信州大学 医学部 歯科口腔外科学） 

宮田 勝（石川県立中央病院 歯科口腔外科）　

［ ウェルビーイング実現に向けた口腔機能管理の貢献と課題 ］

SY2-1 ウェルビーイング視点からの手術時の周術期口腔機能管理
Perioperative oral management from the viewpoint of well-being

○五月女　さき子
○Sakiko Soutome
長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 口腔保健学

SY2-2 ウェルビーイングの視点から周術期・回復期・生活期・緩和医療等での 
口腔機能管理の必要性
Perspectives on well-being, necessity of oral management in perioperative, 
rehabilitation phase, living phase, palliative care

○糸田　昌隆
○Masataka Itoda
大阪歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科

SY2-3 ウェルビーイングの視点から考える 
化学療法・骨髄移植における周術期口腔機能管理
Perioperative oral management for cancer patients considering from the point of 
view of well-being

○勝良　剛詞1）、坂井　由紀2）、手嶋　揺子3）、新目　美和子4）、田中　恵子5）

○Kouji Katsura1）, Yuki Sakai2）, Youko Tejima3）, Miwako Aratame4）,  
Keiko Tanaka5）
1）新潟大学医歯学総合病院 歯科放射線科、2）新潟大学医歯学総合病院 薬剤部、 
3）新潟大学医歯学総合病院 医療技術部 歯科衛生士部門、4）新潟大学医歯学総合病院 看護部、 
5）新潟大学医歯学総合病院 患者総合サポートセンター

15：50～16：00 閉 会 式
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第2会場（2F メインホール A）

8：50～10：20 コンセンサスカンファレンス2
座長：梅田 正博（愛知学院大学 歯学部 口腔先天異常学研究室） 

服部 康治（医療法祥和会 はっとり歯科医院）　　　　 　

［ 高齢者の誤嚥性肺炎予防のための口腔ケアを再考する ］

CC2-1 高齢者の誤嚥性肺炎予防に関する口腔ケアの文献的考察
Literature review of oral care for prevention of aspiration pneumonia in older adults

○五月女　さき子
○Sakiko Soutome
長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 口腔保健学

CC2-2 在宅要介護高齢者の唾液中細菌数に影響する因子や誤嚥性肺炎予防のための 
口腔ケアについて
Oral Care for Preventing Aspiration Pneumonia and Factors Affecting Salivary 
Bacterial Count in Older People Requiring Care

○船原　まどか
○Madoka Funahara
九州歯科大学 歯学部 口腔保健学科

CC2-3 摂食嚥下機能低下への対応から考える誤嚥性肺炎予防
Preventing aspiration pneumonia through management for the patients with dysphagia

○真柄　仁1）2）、井上　誠1）2）

○Jin Magara1）2）, Makoto Inoue1）2）
1）新潟大学医歯学総合病院 摂食嚥下機能回復部、 
2）新潟大学大学院 医歯学総合研究科 摂食嚥下リハビリテーション学分野

10：30～11：30 感染対策教育委員会 企画講演
座長：木村 吉宏（市立ひらかた病院 歯科口腔外科） 　 

根岸 明秀（国立病院機構 渋川医療センター） 　 
中野 旬之（金沢医科大学 医学部 歯科口腔外科）

［ 再確認！口腔ケアにおける感染予防対策とその実践 ］

IEC 介護、在宅医療現場での感染対策
Infection control in nursing care and home healthcare

○松村　達志1）、○首田　千尋2）

○Tatsushi Matsumura1）, ○Chihiro Kubita2）
1）和歌山県立医科大学 医学部 歯科口腔外科学講座、 
2）金沢医科大学病院 医療技術部 心身機能回復技術部門 口腔衛生チーム
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11：40～12：10 病院総合歯科医師研修委員会 企画講演
座長：和田 尚久（九州大学大学院 歯学研究院 総合診療歯科学分野、日本口腔ケア学会 病院総合歯科医師研修委員会）

HD 日本口腔ケア学会病院総合歯科医師育成プログラム制度の概要紹介
Overview of Hospital General Dentist Training Program at the Japanese Society of Oral 
Care（JSOC）

○和田　尚久1）2）

○Naohisa Wada1）2）

1）九州大学大学院 歯学研究院 総合診療歯科学分野、2）日本口腔ケア学会 病院総合歯科医師研修委員会

12：35～13：35 ランチョンセミナー3
座長：岸本 裕充（兵庫医科大学 医学部 歯科口腔外科学講座）

［ がん治療における口腔マネジメント ］

LS3-1 がん治療における口腔粘膜障害
Oral mucosal disorders in cancer treatment

○内藤　陽一
○Yoichi Naito
国立研究開発法人 国立がん研究センター東病院 総合内科

LS3-2 がん薬物療法における口腔支持医療の実際
Practical oral supportive care in cancer chemotherapy

○上野　尚雄
○Takao Ueno
国立研究開発法人 国立がん研究センター 中央病院 歯科

共催：第一三共株式会社

13：40～14：40 摂食嚥下リハビリテーション委員会企画シンポジウム
座長：竹内 一夫（愛知学院大学歯学部 高齢者・在宅歯科医療学講座） 

牧野 日和（愛知学院大学 健康科学部）　　　　　　 　　　

［ �摂食嚥下リハビリテーションにおける「リハビリテーション・栄養・口腔」との連携 ］ 
各病院・施設からの実態報告

DRC-1 歯学部附属病院の歯科補綴科における摂食嚥下障害患者への対応
Treatment for patients with dysphagia in our prosthodontic department of a dental 
hospital

○竹内　一夫
○Kazuo Takeuchi
愛知学院大学 歯学部 高齢者・在宅歯科医療学講座
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DRC-2 摂食嚥下リハビリテーションにおける 
「リハビリテーション・栄養・口腔」との連携
Collaboration Between Rehabilitation, Nutrition, and Oral Care in Dysphagia 
Rehabilitation

○金森　大輔
○Daisuke Kanamori
藤田医科大学 医学部 七栗歯科

DRC-3 慢性期病院での『リハビリテーション・栄養・口腔』の取り組み
Initiatives in Rehabilitation, Nutrition, and Oral Care at Chronic Care Hospitals

○我妻　將喜
○Masaki Azuma
医療法人社団ふけ会 富家千葉病院

DRC-4 リハビリテーション・栄養管理・口腔健康管理の一体的な取り組み 
回復期リハビリテーション病院の歯科衛生士からの報告
An effort for the various kinds of stuffs to participate in the oral health, the report 
from a dentalhygienist in a rehabilitation hospital

○高木　佐余子
○Sayoko Takagi
医療法人社団アール・アンド・オー 静清リハビリテーション病院 歯科衛生管理室

DRC-5 摂食嚥下リハビリテーションにおける 
「リハビリテーション・栄養・口腔」との連携
Collaboration Between Rehabilitation, Nutrition, and Oral Care in Dysphagia 
Rehabilitation

○牧野　日和
○Hiyori Makino
愛知学院大学 健康科学部

DRC-6 終末期を担う医療特化型・住宅型有料老人ホームからの実態報告
Collaboration Between Rehabilitation, Nutrition, and Oral Care in Dysphagia 
Rehabilitation

○相沢　由梨奈
○Yurina Aizawa

CLASWELL仙川

14：45～15：45 言語聴覚士部会 企画講演
座長：牧野 日和（愛知学院大学 健康科学部）

ST 急性期病院におけるリハビリテーション専門職の攻めの口腔ケア
Proactive oral care for rehabilitation professionals in acute care hospitals

○杉山　明宏
○Akihiro Sugiyama
公益社団法人有隣厚生会 リハビリテーション部門
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第3会場（2F 中会議室201）

9：20～10：20 一般口演15［ 臨床研究 臨床統計⑥ ］
座長：濵田 倫史（社会医療法人博愛会 相良病院）

O15-1 口腔ケアが挿管患者のカフ上細菌数に与える影響： 
ブラッシングとイソジン塗布の比較
○森山　真紀子1）、田辺　亜莉紗1）、坂本　由紀1）、内田　優李1）、今給黎　明2）、 
五月女　さき子2）、梅田　正博3）、兒島　由佳4）

1）関西医科大学総合医療センター 歯科口腔外科、2）長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 口腔保健学分野、
3）愛知学院大学 歯学部 口腔先天異常学分野、4）関西医科大学附属病院 歯科口腔外科

O15-2 頭頸部化学放射線療法における 
口腔ケア用ジェルヒノーラⓇENの口腔粘膜炎予防効果
○田中　恵子1）5）、勝良　剛詞2）、正道　隆介3）、曽我　麻里恵2）4）、手嶋　謡子5）、 
金丸　博子4）6）、田中　雄介7）、後藤　早苗5）

1）新潟大学医歯学総合病院 患者総合サポートセンター、2）新潟大学医歯学総合病院 歯科放射線科、 
3）新潟大学医学部 耳鼻咽喉科・頭頸部外科、4）新潟大学医歯学総合病院 医療連携口腔管理治療部、 
5）新潟大学医歯学総合病院 医療技術部 歯科衛生部門、6）新潟大学医歯学総合病院 歯科麻酔科、 
7）新潟大学医歯学総合病院 薬剤部

O15-3 糖尿病のスクリーニングに対する歯科衛生士の態度と実践
Dental hygienists’attitudes and practices toward diabetes screening

○工藤　理恵、柴山　大賀
筑波大学 医学医療系 グローバルヘルス看護学研究室

O15-4 顎変形症患者の周術期口腔管理における歯科衛生士の役割
○阿南　智子1）、田中　翔一3）、長尾　智巳2）、筒井　まや1）、髙橋　笑子1）、阿南　千春1）、 
廣田　優志1）、竹内　正彦1）、小椋　幹記1）、古川　雅英1）、柳澤　繁孝1）、松本　有史1）

1）社会医療法人敬和会 大分岡病院 口腔顎顔面センター（マキシロフェイシャルユニット）、 
2）社会医療法人敬和会 大分岡病院 臨床栄養部、3）日本赤十字社 福岡赤十字病院 口腔外科

O15-5 造血幹細胞移植患者の口腔衛生管理に関する後ろ向き研究
○本田　まどか1）、石戸　克尚1）2）、水本　郁1）、黒川　敏郎3）、泉田　有美子1）、井林　真彩1）、
寺井　由加里4）

1）富山赤十字病院 歯科口腔外科、2）富山大学附属病院 顎口腔外科・特殊歯科、3）富山赤十字病院 血液内科、
4）富山赤十字病院 内科

O15-6 沖縄赤十字病院歯科口腔外科における周術期口腔機能管理の現状と取り組み
○伊禮　美由紀、久手堅　悦代、照屋　奈恵、慶田　望、後藤　尊広、西原　一秀
沖縄赤十字病院 歯科口腔外科
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10：30～11：30 歯科衛生士部会 緩和ケア部会 共同企画
座長：梅田 正博（愛知学院大学 歯学部 口腔先天異常学研究室）　 

池上 由美子（梅花女子大学 看護保健学部 口腔保健学科）

［ 多職種で学ぶ、人生最終段階の口腔ケアとは？ ］

DPJ-1 人生の最終段階において口腔ケアに期待すること
The role and potential of oral care at the end of life

○江坂　直樹
○Naoki Esaka
独立行政法人国立病院機構京都医療センター 緩和ケア科

DPJ-2 終末期がん患者における口腔内症状：評価と対応の最新知見
Oral symptoms in patients with terminal cancer：the latest �ndings on assessment 
and treatment

○筧　康正
○Yasumasa Kakei
神戸大学医学部附属病院 歯科口腔外科/臨床研究推進センター

DPJ-3 人生を支える緩和ケア：全人的苦痛へのアプローチと ACPの重要性
Life-supporting palliative care：Approach to total pain and the importance of ACP

○佐伯　香織
○Kaori Saeki
国家公務員共済組合連合会 横浜栄共済病院

DPJ-4 急性期病院における終末期口腔ケアの実践と現状
Practice and Current State of End-of-Life Oral Care in Acute Care Hospitals

○藤田　峰子1）2）、阿部　昭子1）、大西　淑美2）、西川　美幸2）、早崎　温貴3）、 
吉田　佑里恵3）、古屋　知子5）、赤星　一恵4）、大田　奈央6）、上尾　愛1）、 
松本　紘明7）、池上　由美子2）

○Mineko Fujita1）2）, Akiko Abe1）, Yoshimi Oonishi2）, Miyuki Nishikawa2）,  
Masataka Hayasaki3）, Yurie Yoshida3）, Tomoko Koya5）, Ichie Akahoshi4）,  
Nao Oota6）, Ai Agario1）, Hiroaki Matumoto7）, Yumiko Ikegami2）
1）社会医療法人敬和会 大分岡病院 看護部、2）日本口腔ケア学会 歯科衛生士部会、 
3）社会医療法人敬和会 大分岡病院 リハビリテーション部、4）社会医療法人敬和会 大分岡病院 薬剤部、 
5）社会医療法人敬和会 大分岡病院 臨床栄養部、6）社会医療法人敬和会 大分岡病院 歯科、 
7）社会医療法人敬和会 大分岡病院 消化器外科



― 42 ―

11：30～12：15 歯科衛生士部会 交流集会
座長：池上 由美子（梅花女子大学 看護保健学部 口腔保健学科）

DHE	� ［ �人生最終段階の口腔ケアを通じて、学ぼう！話そう！連携しよう！ ］ 
みんな、集まれ職種を超えた仲間たち！

交流会主催 歯科衛生士部会
歯科衛生士部会 委員長	 池上　由美子	 Yumiko Ikegami
歯科衛生士部会 副委員長	 藤田　峰子	 Mineko Fujita
歯科衛生士部会 委員	 相原　喜子	 Yoshiko Aihara 
	 川名　美智子	 Michiko Kawana 
	 谷口 真理子	 Mariko Taniguchi

第4会場（3F 中会議室301）

9：20～10：10 一般口演16［ 症例報告 周術期口腔管理③ ］
座長：廣畠 広実（つくばセントラル病院 歯科口腔外科）

O16-1 周術期口腔機能管理において顎補綴でQOLの改善を図った症例
○仲間　錠嗣1）、狩野　岳史2）、澤田　茂樹3）、幸地　真人4）、新垣　敬一1）

1）沖縄県立中部病院 歯科口腔外科、2）沖縄県立八重山病院 歯科口腔外科、 
3）沖縄県立北部病院 歯科口腔外科、4）沖縄県立精和病院 歯科

O16-2 心臓弁置換手術患者に対する周術期等口腔機能管理の現状
Perioperative oral function management of heart valve replacement surgery

○白水　慎一郎1）2）、金氏　毅1）、馬場　園恵1）、蔵満　ありさ1）、杉尾　珠美1）、米良　英里子1）、
原田　小町1）、山隈　優1）、福井　丈仁1）、平山　聞一1）、永田　順子1）、山下　善弘1）

1）宮崎大学 医学部 感覚運動医学講座 顎顔面口腔外科学分野、2）宮崎県立延岡病院

O16-3 子宮体癌に対するペムブロリズマブ・レンバチニブ併用療法中に 
重度口腔粘膜炎を生じた患者への口腔管理の1例
○酒井　佑樹、松澤　紀莉子、長尾　将平、宮本　一也、草深　佑児、酒井　洋徳、栗田　浩
信州大学 医学部 歯科口腔外科学教室

O16-4 周術期等口腔機能管理を契機に発見された舌癌の一例
○吉見　尊仁、光永　幸代、佐藤　奈未、金子　泰我、杉山　聡美、小栗　千里、岩井　俊憲、
來生　知、光藤　健司
横浜市立大学大学院 医学研究科 顎顔面口腔機能制御学

O16-5 術前に歯科介入を行った症例の全身麻酔時の歯の損傷についての検討
○出水　夏恵1）、溝端　直樹1）、中家　真衣1）、福谷　知士1）、角谷　有吏子1）2）、水間　庸介1）3）、
井原　健太1）4）、畑　美緒1）5）、長尾　茉柚1）、乾　真衣1）、大友　奈都子1）、島　陽菜1）、 
松下　祥子1）、小川　朱紅1）、寺地　友梨1）、松村　達志1）

1）和歌山県立医科大学 医学部 歯科口腔外科学講座、2）南和歌山医療センター 歯科口腔外科、 
3）新宮市立医療センター 歯科口腔外科、4）日本赤十字社和歌山医療センター 歯科口腔外科、 
5）橋本市民病院 歯科口腔外科
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10：20～11：10 一般口演17［ 口腔ケアの事例報告 施設の取り組み ケア方法③ ］
座長：野口 忠秀（自治医科大学 歯科口腔外科学講座）

O17-1 統合失調症を有する高齢患者における口腔健康管理の介入効果について
○幸地　真人
沖縄県立精和病院

O17-2 島根県立中央病院の集中治療室入室患者に対する医科歯科連携の取り組みについて
○吾郷　花菜1）、片山　暁恵2）、富岡　早苗1）、藤原　香織1）、石田　帆奈美1）、安立　啓子1）、
幸野　かおる1）、端本　ゆかり1）、青木　瑠那1）、古谷　龍人2）、藤井　義久1）、北野　忠志3）、
狩野　正明2）

1）島根県立中央病院 医療技術局、2）島根県立中央病院 歯科口腔外科、3）島根県立中央病院 集中治療科

O17-3 当院における心不全チーム医療の活動と歯科衛生士の役割について
○新盛　明子
沖縄県立中部病院歯科口腔外科

O17-4 病院における歯科の役割と当科の取り組み
○千葉　高大1）、土屋　誉2）

1）公益財団法人仙台市医療センター 仙台オープン病院 口腔管理センター・歯科、 
2）公益財団法人仙台市医療センター 仙台オープン病院 消化器外科

O17-5 沖縄県立病院群歯科口腔外科における口腔ケア単価の推移の検討
○澤田　茂樹1）、新垣　敬一2）、仲間　錠嗣2）、上田　剛生5）、幸地　真人4）、比嘉　盛敏6）、 
仲宗根　康成3）、山本　雅史1）、狩野　岳史6）、山城　貴愛2）

1）沖縄県立北部病院 歯科口腔外科、2）沖縄県立中部病院 歯科口腔外科、 
3）沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 歯科口腔外科、4）沖縄県立精和病院 歯科、 
5）沖縄県立宮古病院 歯科口腔外科、6）沖縄県立八重山病院 歯科口腔外科

11：20～12：10 一般口演18［ 口腔ケアの事例報告 施設の取り組み ケア方法④ ］
座長：丸岡 豊（国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター 歯科・口腔外科）

O18-1 医療法人三宅会太子病院における口腔ケアチームの開設について
Establishment of the Oral Health Care Team at the Taishi Hospital of the Miyakekai 
Medical Corporation

○髙橋　彩香1）、中島　世市郎1）、藤原　久美子1）、中野　旬之2）、小越　菜保子1）、植野　高章1）

1）大阪医科薬科大学 口腔外科学教室、2）金沢医科大学 顎口腔外科学講座

O18-2 村上総合病院における病棟看護師の口腔ケア認識に対する実態調査
Survey on ward nurse’s awareness of oral care at Murakami General Hospital

○平井　悟、富田　智、東海林　知子、天井　美和、山際　藍
新潟厚生連 村上総合病院 歯科・口腔外科

O18-3 当院における周術期口腔機能管理体制の構築
○川本　真貴子、柴田　哲伸、越野　侑里奈、坂本　ななえ
佐久市立国保浅間総合病院
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O18-4 佐渡総合病院における FLSの取り組み
Approach used by the fracture liaison service of Sado General Hospital in Japan to 
prevent recurrent fractures

○大竹　一平1）3）、小松　繁樹1）、桜井　克也1）、木下　光子1）、山城　知子1）、伊藤　小百合1）、
戸谷　収二2）、田中　彰3）

1）佐渡総合病院 歯科口腔外科、2）日本歯科大学新潟病院 口腔外科、 
3）日本歯科大学新潟生命歯学部 口腔外科学講座

O18-5 当科における口腔ケアへの取り組みと今後の課題の検討
Examination of oral care efforts and future issues in our department

○坂詰　博仁、辻内　実英、佐藤　聖巳、高橋　美砂子、山口　美紀子
新潟厚生農業協同組合連合会 あがの市民病院 歯科口腔外科

15：10～16：40 ICD講習会
司会：白野 美和（日本歯科大学新潟病院 訪問歯科口腔ケア科）

［ 誤嚥性肺炎対策の今 ］

ICD-1 高齢者市中肺炎・誤嚥性肺炎の予防について 
―生命予後因子が示すもの―
Prevention of community-acquired pneumonia and aspiration pneumonia in the 
elderly -Identify the prognostic factors！
○沼田　由夏
○Yuka Numata
長岡赤十字病院

ICD-2 誤嚥性肺炎予防の方向性
Strategies for preventing aspiration pneumonia

○吉岡　裕雄
○Hiroo Yoshioka
日本歯科大学新潟病院 訪問歯科口腔ケア科



― 45 ―― 44 ―

第5会場（3F 中会議室302）

8：30～10：00 認定資格試験

 8：30～8：45　説　　明
 8：45～9：35　試　　験
 9：35～9：50　連絡事項

11：20～12：10 一般口演19［ 臨床研究 臨床統計⑦ ］
座長：石井 良昌（日本大学 松戸歯学部 口腔外科学講座）

O19-1 口腔ケア時における持続開口量および開口時間の検討
Examination of sustainable mouth opening distance and time during oral care

○橋谷　進1）、川野　知子2）、安藤　恵利2）、髙寺　貴佳2）、湯川　あい2）、春日　佳織2）

1）宝塚市立病院 歯科口腔外科、2）宝塚市立病院 医療技術部 歯科衛生室

O19-2 超選択的動注化学放射線療法（IACRT）患者に対する栄養およびサルコペニアの評価
Nutrition and sarcopenia assessment for hyperselective intra-arterial injection 
chemoradiotherapy（IACRT）patients

○依田　雅貴1）、佐久間　要2）3）、城井　友幸2）、田中　彰2）3）、戸谷　収二1）

1）日本歯科大学新潟病院 口腔外科、2）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座、 
3）日本歯科大学 新潟生命歯学研究科 顎口腔全身関連治療学

O19-3 当院における回復期等口腔機能管理の現状について
○田中　章太郎、長汐　沙千穂
北アルプス医療センターあづみ病院 歯科口腔外科

O19-4 当科における周術期口腔機能管理の現状と今後の課題
Current status and future issues of perioperative oral function management in our 
department

○五十嵐　隆一、池田　順行、酒井　奈美子、木村　美緒、樋口　茉里、山本　莉子、 
小林　美由紀
社会福祉法人 済生会新潟県央基幹病院

O19-5 当院における周術期等口腔機能管理料（Ⅳ）の算定状況について
○長尾　将平、草深　佑児、酒井　洋徳、栗田　浩
信州大学医学部附属病院 特殊歯科・口腔外科学教室
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13：40～14：40 一般口演20［ 食支援栄養支援 摂食嚥下リハ ］
座長：白野 美和（日本歯科大学新潟病院 訪問歯科口腔ケア科）

O20-1 会津医療圏における口腔機能管理に対する 
会津中央病院と会津若松歯科医師会との医療連携の取り組み
○重本　心平1）、宮島　久1）2）、竹内　聡史1）、吉開　義弘1）2）、笹内　清史1）、竹内　操2）、 
小柴　誠2）、遠藤　秀樹2）

1）会津中央病院 歯科口腔医療センター、2）会津若松歯科医師会

O20-2 口腔ケア摂食嚥下チーム早期介入と入院期間に関する検討
○安守　かおり、西谷　玲奈、八藤後　堯、篠原　治征
高岡市民病院 歯科口腔外科

O20-3 在宅における多職種連携による口腔ケア支援体制と栄養管理の重要性 
～術後廃用症候群を呈した独居の80代男性への支援を通して～
○大橋　三広1）2）

1）株式会社リニエ R リニエ訪問看護ステーションすみだ、2）日本口腔ケア学会 言語聴覚士部

O20-4 当院口腔機能管理センターでの摂食嚥下機能評価の現状
○米山　実来1）2）、菊地　庸佑1）3）、小林　由奈1）2）、小根山　隆浩1）3）、野崎　布美子1）、 
玉木　香菜1）、戸谷　収二3）、田中　彰1）4）

1）済生会新潟病院 口腔管理センター、2）日本歯科大学 新潟生命歯学研究科 顎口腔全身関連治療学、 
3）日本歯科大学新潟病院 口腔外科、4）日本歯科大学 新潟生命歯学部 口腔外科学講座

O20-5 上顎歯肉癌患者において即時塞栓子を用いることで早期に口腔機能を回復した1例
○宗平　卓也1）、中野　旬之2）、澤井　恭久2）、中田　亜矢乃3）、築山　直木3）、山村　真由美3）、
和田　悟史2）、見立　英史2）、出村　昇2）

1）金沢医科大学病院 歯科口腔科、2）金沢医科大学 顎口腔外科学講座、 
3）金沢医科大学病院 医療技術部 心身機能回復部門

O20-6 当科における口腔悪性腫瘍手術後の歯科衛生士の役割 
―摂食嚥下訓練に苦慮した2例―
○田尻　ななほ1）、若林　宣江1）、山岡　真琴1）、秋元　麻美1）、鈴木　祐子1）、林　宏栄2）、 
土肥　昭博2）3）、杉浦　康史2）、野口　忠秀2）

1）自治医科大学附属病院 歯科口腔外科・矯正歯科、2）自治医科大学 医学部 歯科口腔外科学講座、 
3）自治医科大学附属さいたま医療センター 総合医学第2講座 歯科口腔外科
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2025年4月26日土

16：00～16：30 ポスターセッション1［ 口腔ケアの事例報告 施設の取り組み① ］
座長：大西 淑美（梅花女子大学 看護保健学部 口腔保健学科）

P1-1 蜂窩織炎を発症した在宅患者に対し、 
他機関との連携により迅速に対応しえた一症例
○池田　珠桃1）、石郷岡　友美1）、髙﨑　恵美1）、三浦　慶奈2）、関川　翔一3）4）、宮田　大志5）、
小郷　直之6）、大久保　真衣2）7）、杉山　哲也2）7）、大神　浩一郎8）、野村　武史3）5）、 
渡邊　章4）、石田　瞭7）、片倉　朗3）6）9）

1）東京歯科大学 千葉歯科医療センター 歯科衛生士部、 
2）東京歯科大学 千葉歯科医療センター 摂食嚥下リハビリテーション科、3）東京歯科大学 口腔がんセンター、
4）東京歯科大学 口腔顎顔面外科学講座、5）東京歯科大学 口腔腫瘍外科学講座、 
6）東京歯科大学 千葉歯科医療センター 口腔外科、 
7）東京歯科大学 口腔健康科学講座 摂食嚥下リハビリテーション研究室、 
8）東京歯科大学 千葉歯科医療センター 総合診療科、9）東京歯科大学 口腔病態外科学講座

P1-2 お口から長生きⓇプロジェクト 
―老人保健施設の介護職員アンケートから見た口腔衛生管理の現況―
○木山　百合恵1）、柳　哲雄1）、大越　良夫2）、内藤　龍彦3）、松﨑　哲4）、山本　智子5）、 
松﨑　眞6）、長瀬　輝誼7）、西尾　健介8）、吉田　公明9）、岡野　匡雄8）9）、飯沼　利光8）、 
小宮山　一雄8）9）

1）やなぎ歯科、2）松本歯科医院、3）内藤歯科医院、4）まつざき歯科クリニック、5）あさひホーム、 
6）まつの家、7）高月病院、8）日本大学、9）老年歯科医学総合研究所

P1-3 血友病ブロック拠点病院での当科の取り組み
○香月　詳子1）、庵原　沙織1）、柏原　やすみ2）、志渡澤　和佳1）、平島　惣一1）3）、宮脇　昭彦1）

1）産業医科大学病院 歯科・口腔外科、2）産業医科大学病院 看護部（血友病センター）、 
3）別府市歯科医師会 別府口腔保健センター

P1-4 療養型病棟における口腔ケア実施状況の調査と改善点の検討
○酒井　尚美、真名瀬　愛子、前岡　佑夏、高橋　あずさ、山崎　杏優、嶋崎　康相、 
大西　智和
医療法人回生会 大西病院

P1-5 岸和田徳洲会病院における 
骨折リエゾンサービス（FLS）への歯科口腔外科の取り組みについて
○川上　珠吏
医療法人徳洲会 岸和田徳洲会病院

P1-6 当院における回復期口腔機能管理への取り組み 
～急性期から回復期へのシームレスな口腔機能管理に向けて～
○鎌田　ユミ子、堂満　愛弓、松元　美和子、瀬戸山　智香
公益社団法人昭和会 いまきいれ総合病院

ポスタープログラム
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16：00～16：30 ポスターセッション2［ 口腔ケアの事例報告 施設の取り組み② ］
座長：米永 一理（日本大学 歯学部 摂食機能療法学講座）

P2-1 手術室使用予定表を利用した周術期口腔機能管理（手術）への取り組み
○柳川　雅子1）、福森　洋平1）、金子　浩美2）、何　珮琳3）、杉﨑　順平1）

1）国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 歯科、2）国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 手術室、 
3）国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 麻酔科

P2-2 当院における口腔アセスメントツール導入の取り組みについて
○白子　美和1）、西原　千香1）、内田　祐代2）、寺尾　美和子2）、吉田　好紀3）、中尾　晶子3）

1）医療法人社団洛和会 洛和会音羽病院 京都口腔健康センター、 
2）医療法人社団洛和会 洛和会音羽病院 看護部、3）医療法人社団洛和会 洛和会音羽病院 歯科麻酔科

P2-3 米子医療センターにおける口腔管理について
○高橋　悠佳、藤原　香織、錦織　秀美、川﨑　誠
独立行政法人国立病院機構 米子医療センター

P2-4 九州大学病院における周術期口腔機能管理の取り組み
○星山　怜花1）、友岡　祥子2）、村田　彩1）、有水　智香1）、高木　信恵1）、萱野　綾華1）、 
塩士　真由1）、木原　万由子1）、柏崎　晴彦2）4）、和田　尚久3）5）

1）九州大学病院 医療技術部 歯科衛生室、2）九州大学病院 高齢者歯科・全身管理歯科、 
3）九州大学病院 口腔総合診療科、4）九州大学大学院歯学研究院 高齢者歯科学・全身管理歯科学分野、 
5）九州大学大学院歯学研究院 総合診療科学分野

P2-5 過去12年間の当院における周術期口腔機能管理の臨床統計学的検討 
―お口のカルテの運用を含めて―
○高瀬　美夏、福島　千之、星名　秀行、武田　啓、木村　康一、黒田　沙妃、奥谷　まどか、
羽賀　恵理子、佐々木　出海、新谷　香穂、梅原　奈美子、齊藤　由紀
青森県立中央病院 歯科口腔外科

P2-6 当院における病棟口腔ケア回診システムの改定とその効果について
○及川　弥生、高安　裕子、染谷　桂、鈴木　裕希、川島　歩華、柴田　瞳、石井　亨信、 
西澤　匠、野口　篤郎、福澤　景子、廣畠　広実
社会医療法人若竹会 つくばセントラル病院 歯科口腔外科

16：00～16：30 ポスターセッション3［ 症例報告 有病者の口腔ケア① ］
座長：柏﨑 晴彦（九州大学大学院歯学研究院 口腔顎顔面病態学講座 高齢者歯科学・全身管理歯科学分野）

P3-1 肺炎を有する入院患者の口腔ケアを行い口腔環境・全身状態の改善を認めた1例
○天井　美和、平井　悟、富田　智、東海林　知子、山際　藍

JA新潟厚生連村上総合病院 歯科・口腔外科
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P3-2 ALS診断直後の患者に対して精神的支援に配慮した口腔ケア介入の経験
○北澤　美幸1）、渡邉　絋士2）、葉山　綾1）、加藤　惠美子1）、小佐野　優希1）、山口　千裕1）、
長橋　あゆみ1）、森　千紘2）、大岩　浩気2）、井出　正俊2）

1）富士市立中央病院 医療技術科、2）富士市立中央病院 歯科口腔外科

P3-3 両側陳旧性顎関節脱臼患者に対して口腔管理を行った1例
○坂本　尚美1）2）、鈴木　円2）、野口　栞1）2）、尾白　夏美1）2）、塚本　亮一2）3）、坂下　英明4）

1）医療法人社団聖仁会 白井聖仁会病院 看護部、2）医療法人社団聖仁会 白井聖仁会病院 口腔外科、 
3）プラムデンタルオフィス、4）医療法人社団聖仁会 我孫子聖仁会病院 口腔外科センター

P3-4 オーラルジスキネジアを伴う遷延性意識障害患者に対して 
口腔内装置を適応した1例
○森山　敬子1）2）、近藤　元子2）、上村　里美1）、大山　佳奈子1）、石渕　佳菜子1）、 
工藤　麻衣子1）、根井　沙紀子1）、津田　有理1）、廣瀬　知二1）、吉武　義泰1）、伊東　隆三1）、
伊東　隆利1）

1）医療法人伊東会 伊東歯科口腔病院、2）近藤歯科医院

P3-5 薬剤関連顎骨壊死の治療と歯科的審美回復の一貫治療行った一症例
○松山　湖都1）、吉川　千秋1）、池田　望美1）、西村　奈穂2）、石橋　美樹2）、伊藤　章1）2）

1）いとう歯科口腔外科クリニック、2）大阪国際がんセンター

P3-6 接触痛によりセルフケア困難となった口腔衛生管理の一例
○山田　あゆ未、牧原　弘幸、富岡　恵美子、平川　裕子、清水　美咲、島津　綾美、武田　悠果、
髙崎　楓、馬場　智栄美、水野　進
総合大雄会病院 歯科口腔外科

16：00～16：30 ポスターセッション4［ 口腔ケアに関わる教育 普及活動 ］
座長：横江 義彦（洛和会 音羽病院 京都口腔健康センター 京都顎変形症センター）

P4-1 介護福祉士が関わる口腔ケアに関する一考察
A study on oral care techniques involving care workers

○畠山　博之、中西　正人、武田　真理子、新井　祥子
国際医療福祉大学 医療福祉学部

P4-2 歯科衛生士の通所事業所内の在籍の有無と高齢者の口腔ケアの実態調査
Survey on oral care in elderly people who use adult day care centers
with and without a dental hygienist on staff

○石田　咲1）、東野　督子1）、河村　諒2）、小山　順子3）、鈴木　聡4）

1）日本赤十字豊田看護大学 看護学部、2）名古屋葵大学 健康科学部 看護学部、 
3）豊橋創造大学 保健医療学部 看護学科、4）鈴木歯科医院

P4-3 能登半島での口腔ケア支援
○阪地　澪奈1）、米澤　佳奈1）、髙國　恭子1）、澁谷　祐梨2）、秦泉寺　紋子2）、今川　尚子2）、
大林　由美子2）、助川　信太郎2）、三宅　実2）

1）香川大学医学部附属病院 歯・顎・口腔外科、2）香川大学 医学部 歯科口腔外科学
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P4-4 歯科衛生学生における口腔・咽頭吸引実習の教育効果
○土田　智子1）、榎　志佳1）、長谷川　優1）、大橋　誠2）、小林　裕子3）、松田　知子4）、 
清野　可那子1）、嵐　聖芽1）、煤賀　美緒1）、池田　裕子1）、宮崎　晶子1）、浅沼　直樹1）

1）日本歯科大学新潟短期大学、2）日本歯科大学 新潟生命歯学部 歯科麻酔学講座、 
3）日本歯科大学新潟病院 看護科、4）日本歯科大学新潟病院 歯科衛生科

P4-5 大阪大学歯学部附属病院口腔がんセンターにおける 
周術期口腔機能管理の取り組み
○松永　和秀1）、安井　愛菜2）、高松　響子2）、田中　信和3）、尾花　綾3）、竹下　彰範1）、 
森田　祥弘1）、松宮　由香1）、小笠　瑛美子1）、加島　佳奈1）、佐竹　姫佳1）、平井　優美4）、
鵜澤　成一1）

1）大阪大学大学院 歯学研究科 顎口腔腫瘍外科学講座、2）大阪大学歯学部附属病院 看護部 歯科衛生士、 
3）大阪大学大学院 歯学研究科 顎口腔機能治療学講座、4）大阪大学歯学部附属病院 看護部 看護師

P4-6 学生が主催する八百カフェでオーラルフレイルの啓蒙活動： 
地域の健康促進に向けたアプローチ
Oral frailty awareness at Yao Cafe hosted by students：An approach to promoting 
community health

○村松　真澄1）2）、三谷　篤史2）

1）札幌市立大学 看護学部、2）札幌市立大学 デザイン部

16：35～17：05 ポスターセッション5［ 臨床研究 臨床統計① ］
座長：田村 暢章（明海大学 歯学部 病態診断治療学講座 高齢者歯科学分野）

P5-1 がん治療中の口腔乾燥対策における新規ミスト状口腔保湿剤の有効性
○前原　美咲1）、下園　香菜1）2）、新塘　直子1）2）、水川　みさき1）2）、原口　愛衣1）2）、 
君野　愛衣1）2）、栗屋　衣里1）2）、下田平　貴子1）2）、濵田　倫史1）

1）社会医療法人博愛会 相良病院 歯科口腔外科、2）社会医療法人博愛会 相良病院 歯科衛生課

P5-2 周術期呼吸器がん患者から分離したカンジダの抗真菌薬感受性の検討
Antifungal susceptibility of Candida species isolated from oral cavity in respiratory cancer 
patients during perioperative period

○矢野　加奈子1）2）、西　裕美3）、重石　英生4）、兼保　佳乃4）、仁井谷　善恵5）、中岡　美由紀2）、
河口　浩之3）、太田　耕司4）

1）広島大学大学院 医系科学研究科 総合健康科学専攻、2）広島大学病院 診療支援部 歯科部門、 
3）広島大学病院 口腔総合診療科、4）広島大学大学院 医系科学研究科 公衆口腔保健学、 
5）広島大学大学院 医系科学研究科 口腔保健管理学

P5-3 全身麻酔時の口腔内偶発症予防における 
マウスプロテクタの有効性に関する観察研究
○俵　宏彰1）、浪花　耕平2）、金川　裕子1）、松崎　史子1）、富永　賢3）、福井　誠4）、安陪　晋5）、
北村　直也5）、青田　桂子1）2）

1）徳島大学病院 口腔管理センター、2）徳島大学大学院 医歯薬学研究部 口腔内科学分野、 
3）徳島大学病院 医療技術部歯科医療技術部 歯科技工室、 
4）徳島大学大学院 医歯薬学研究部 口腔保健衛生学分野、 
5）徳島大学大学院 医歯薬学研究部 総合診療歯科学分野
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P5-4 顎矯正手術後に 
ヒノキチオール配合保湿剤を使用した口腔細菌叢の変化に関する検討
○片桐　萌華、大井　一浩、深川　友里恵、舩木　勇人、篠島　悠、坂東　千雅、加藤　広禄、
川尻　秀一
金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科 外科系医学領域 顎顔面口腔外科学分野

P5-5 令和6年能登半島地震後における誤嚥性肺炎患者の検討 
～発症時期と背景要因について～
○小林　一彦、小山　岳海、長谷　剛志
公立能登総合病院 歯科口腔外科

P5-6 鹿児島医療センターにおける頭頸部癌放射線治療に対する周術期口腔機能管理
○大河内　孝子1）、野元　菜美子2）、下田平　佳純1）、福永　莉々亜1）、西　恭宏3）、中村　康典1）

1）独立行政法人国立病院機構 鹿児島医療センター 歯科口腔外科、 
2）鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 口腔顎顔面外科学講座、 
3）鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 口腔顎顔面補綴学講座

16：35～17：05 ポスターセッション6［ 臨床研究 臨床統計② ］
座長：山下 善弘（宮崎大学 医学部 感覚運動医学講座 顎顔面口腔外科学分野）

P6-1 術後肺炎予防における周術期口腔ケアの重要性および 
全身麻酔下手術時の口腔ケア介入時期の検討
○長沼　希保1）、西　裕美2）、重石　英生3）、太田　耕司3）、吉岡　幸男4）、小西　勝5）、 
柿本　直也6）、大堂　綾香7）、堀越　励2）、田利　美沙子8）、山崎　佐知子9）、伊藤　奈七子9）、
矢野　加奈子1）、中岡　美由紀1）、柳本　惣市10）、谷本　幸太郎11）、河口　浩之2）

1）広島大学病院 診療支援部 歯科部門、2）広島大学病院 口腔総合診療科、 
3）広島大学大学院 医系科学研究科 公衆口腔保健学、4）高知大学 医学部 歯科口腔外科学講座、 
5）広島大学病院 歯科放射線科、6）広島大学大学院 医系科学研究科 歯科放射線学、 
7）広島大学病院 矯正歯科、8）広島大学大学院 医系科学研究科 歯周病学、9）広島大学病院 顎・口腔外科、
10）広島大学大学院 医系科学研究科 口腔腫瘍制御学、11）広島大学大学院 医系科学研究科 歯科矯正学

P6-2 鹿児島医療センターにおける11年間の口腔ケアラウンド患者の臨床統計的検討
○福永　莉々亜1）、大河内　孝子1）、下田平　佳純1）、吉村　卓也2）、手塚　征宏2）、西　恭宏3）、
中村　康典1）

1）独立行政法人 国立病院機構 鹿児島医療センター、 
2）鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 顎顔面機能再建学講座 口腔顎顔面外科分野、 
3）鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 顎顔面機能再建学講座 口腔顔面補綴学分野

P6-3 乳癌化学療法においてプロバイオティクス製剤がもたらす口腔粘膜炎予防及び 
栄養状態の維持の効果について
○桑原　弓季1）、西　裕美2）、太田　耕司3）、重石　英生3）、小西　勝4）、柿本　直也5）、 
吉岡　幸男6）、堀越　励2）、矢野　加奈子1）、中岡　美由紀1）、山崎　佐知子7）、 
伊藤　奈七子8）、柳本　惣市7）、谷本　幸太郎9）、河口　浩之2）

1）広島大学病院 診療支援部 歯科部門、2）広島大学病院 口腔総合診療科、 
3）広島大学大学院 医系科学研究科 公衆口腔保健学、4）広島大学病院 歯科放射線科、 
5）広島大学大学院 医系科学研究科 歯科放射線学、6）高知大学 医学部 歯科口腔外科学講座、 
7）広島大学大学院 医系科学研究科 口腔腫瘍制御学、8）広島大学病院 顎・口腔外科、 
9）広島大学大学院 医系科学研究科 歯科矯正学



― 52 ―

P6-4 動揺歯の有無についての自覚調査と他覚所見との乖離
○尾澤　みなみ1）、日野　聡史2）、河本　裕美子1）、井ノ口　茉奈1）、田坂　晴菜1）、阪井　礼1）、
内田　大亮2）

1）愛媛大学医学部附属病院 診療支援部、2）愛媛大学医学部附属病院 歯科口腔外科・矯正歯科

P6-5 南長野心疾患地域連携パスを通じての口腔ケアの試み
○和田　えりか1）、草野　敏枝1）、峰村　奈津美1）、嶋根　哲1）3）、小林　隆洋2）、栗田　浩3）

1）JA長野厚生連 南長野医療センター 篠ノ井総合病院 歯科口腔外科、2）篠ノ井総合病院 循環器内科、 
3）信州大学 医学部 歯科口腔外科教室

16：35～17：05 ポスターセッション7［ 症例報告 周術期口腔管理 ］
座長：勝良 剛詞（新潟大学医歯学総合病院 歯科放射線科）

P7-1 周術期等口腔機能管理を契機に発見・診断された上顎歯肉癌の1例
○小出　修子1）、福嶋　玲雄2）、戸田　結利愛2）、八戸　郁子2）、臼井　紀代美2）、滝　あかね2）、
齋藤　智昭1）、宮本　勲2）、伊豫田　学1）、中嶋　大2）、笠松　厚志1）、鵜澤　一弘1）2）

1）千葉大学大学院 医学研究院 先端がん治療学研究講座 口腔科学、 
2）千葉大学医学部附属病院 歯科・顎・口腔外科

P7-2 エベロリムス使用による口腔粘膜炎に対して 
口腔衛生管理により口腔内環境が改善された患者の1例
○前田　絢子、森　建輔、小原　圭太郎
社会医療法人杏嶺会 一宮西病院

P7-3 周術期等口腔管理中に有害事象と捉えていた口腔粘膜炎が 
腫瘍性随伴性天疱瘡であった一例
○清水　千代美1）、平山　真敏2）、川原　健太2）、廣末　晃之2）、福岡　紀代子1）、荒金　太1）3）

1）熊本赤十字病院 歯科口腔外科、2）熊本大学大学院 生命科学研究部 歯科口腔外科学講座、 
3）熊本赤十字病院 診療部

P7-4 免疫チェックポイント阻害剤による重症口腔粘膜炎の1例 
―多職種連携アプローチにおける歯科衛生士の役割
○間　祥子1）2）、北坂　美津子1）3）、古川　怜子1）3）、鈴木　久里1）3）、江波　香織1）2）、 
山口　香織里1）2）、脇田　奈美1）2）、西村　奈穂1）2）、石橋　美樹1）2）

1）地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 口腔ケア委員会、 
2）地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター がんオーラルケア・歯科口腔外科、 
3）地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 看護部

P7-5 舌の褥瘡性潰瘍を生じるリスクが高いと考えられた腹臥位療法患者に対して 
口腔内装置が発生予防に有効であった3症例
○水野　愛理1）、船水　良太2）、出張　裕也3）、大橋　伸英3）4）、宮﨑　晃亘3）

1）札幌医科大学附属病院 歯科口腔外科、2）札幌医科大学附属病院 看護部、 
3）札幌医科大学 口腔外科学講座、4）札幌医科大学 衛生学講座
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16：35～17：05 ポスターセッション8［ 症例報告 周術期口腔管理・その他 ］
座長：新美 奏恵（新潟大学医歯学総合病院 患者総合サポートセンター）

P8-1 周術期等口腔機能管理料の対象拡大における経営効果と考察
○中村　亨1）、前川　真帆1）、牧　知美1）、平尾　優佳1）、中山　あずさ1）、大迫　文昭2）、 
山本　俊郎2）

1）医療法人徳洲会 宇治徳洲会病院、2）京都府立医科大学大学院 医学研究科 歯科口腔科学

P8-2 薬剤関連顎骨壊死に対する患者適合型体内固定用プレートを用いた 
顎再建における口腔ケアと有用性
Usefulness of jaw reconstruction with patient-compatible intracorporeal �xation plates in 
cases of osteonecrosis of the jaw

○中島　世市郎、井上　和也、髙橋　綾香、島田　奈々子、植野　高章
大阪医科薬科大学 医学部 口腔外科学教室

P8-3 在宅緩和ケア充実診療所における歯科衛生士による専門的口腔ケア訪問の効果
○手塚　陽子1）、齊藤　名歩1）2）、渡部　統1）、阿久津　沙由理1）、月永　洋介1）

1）医療法人賛永会 さつきホームクリニック、2）さつき訪問看護ステーション

P8-4 在宅療養中の脳性麻痺患児に対し、 
MA-T含有ジェルを用いて口腔ケアを行った1例
○高嶺　あゆみ1）、大城　健1）、村橋　信2）、後藤　新平3）、阪井　丘芳4）

1）医療法人自灯明会 ZEN DENTAL CLINIC、2）琉球大学病院 歯科口腔外科、 
3）医療法人徳洲会 南部徳洲会病院 歯科口腔外科、 
4）大阪大学大学院 歯学研究科 成長発達歯学系部門 顎口腔機能治療学講座

P8-5 経口摂取困難を繰り返すCHARGE症候群児への歯科訪問診療
○田村　文誉1）2）、水上　美樹2）、加藤　陽子1）2）、尾関　麻衣子2）、古屋　裕康1）2）、 
町田　麗子1）、菊谷　武1）2）

1）日本歯科大学附属病院 口腔リハビリテーション科、 
2）日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック
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2025年4月27日日

11：20～11：50 ポスターセッション9［ 口腔ケアの事例報告 施設の取り組み③ ］
座長：藤原 久美子（大阪医科薬科大学 口腔外科学講座）

P9-1 当院における口腔機能管理連携推進に向けた取り組み 
～独自の口腔ケアアセスメントを活用し効果的な口腔機能管理を目指して～
○白土　裕子、西尾　可苗、鈴木　亜希子、脇田　京子
千葉県循環器病センター

P9-2 アルツハイマー型認知症患者の義歯装着についての包括的効果の検討 
―義歯装着がもたらすQOL・心理・認知機能への多角的影響の事例研究―
○大塚　英郎、川村　結華
医療法人新生十全会 京都ならびがおか病院

P9-3 在宅患者における口腔セルフケア用品の積極的供給と意識調査について 
～薬剤師に出来ること～
○荏原　俊介、加藤　誠一、寺戸　靖、近藤　澄子、田中　友和
株式会社ピノキオ薬局

P9-4 口腔腫瘍術後の高齢患者のウェルビーイングを地域で検討した一症例
A consideration case of the wellbeing in the community of an elderly patient after oral 
tumor surgery

○吉野　夕香1）、永易　裕樹2）、原田　文也2）、南田　康人2）、若林　茉梨絵2）

1）北海道医療大学病院 医療相談・地域連携室、2）北海道医療大学 歯学部 顎顔面口腔外科学分野

P9-5 当院における口腔ケアラウンド活動の現状について
○辻　学1）、大野　早紀子1）、太田　繭子1）、涌井　絵里1）、窪ノ内　麻美2）、保科　幸広3）、 
須藤　千恵4）

1）北見赤十字病院 歯科口腔外科、2）北見赤十字病院 6西病棟、3）北見赤十字病院 6北病棟、 
4）北見赤十字病院 救急病棟

P9-6 電子カルテ更新に伴う口腔ケアアセスメントシステム構築の工夫
○窪之内　麻未1）、辻　学2）、松本　恵美1）、小見　麗1）、小野寺　和枝1）、須藤　千恵1）、 
保科　幸広1）、大野　早紀子1）

1）日本赤十字社 北見赤十字病院 看護部、2）日本赤十字社 北見赤十字病院 歯科口腔外科

11：20～11：50 ポスターセッション10［ 口腔ケアに関わる教育 普及活動 ］
座長：岩田 紘樹（慶應義塾大学 薬学部）

P10-1 総合病院高齢入院患者の嚥下障害患者における BMIと口腔・嚥下機能との関連
Relationship between BMI and oral/swallowing function in older general hospital inpatients 
with dysphagia

○重本　心平1）、堀　一浩2）、大川　純平2）、竹内　聡史1）、吉開　義弘1）、笹内　清史1）、 
宮島　久1）

1）会津中央病院 歯科口腔医療センター、2）新潟大学大学院 医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野
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P10-2 保険薬局薬剤師による健康フェアに参加する来場者への口腔ケアに関する支援 
（第2報）
○松井　洸1）、阿部　真也2）、佐々木　愛1）、山口　浩1）、野村　和彦1）

1）株式会社ツルハホールディングス、2）株式会社ツルハ

P10-3 当社を利用する顧客と店舗従業員に対する薬剤師の口腔ケアに関する 
対面指導の有効性
○天内　大希1）、菊池　朋美2）、菊地　純奈央3）、酒井　翔平4）、田村　玲菜5）、中村　友哉6）、
大久　穂乃佳7）、堤　啓8）、渋谷　昌弘8）、佐々木　愛9）、松井　洸9）、山口　浩9）、 
阿部　真也8）、五十嵐　健祐8）、野村　和彦9）

1）ツルハ 会津湯川店、2）ツルハ 郡山安積店、3）ツルハ 大曲福田店、4）ツルハ みずほ店、 
5）ツルハ 郡山駅東店、6）ツルハ 秋田広面北店、7）ツルハ 南吉成店、8）株式会社ツルハ、 
9）株式会社ツルハホールディングス

P10-4 歯科を標榜していない病院における食べ続けるためのお口づくり 
～医科歯科連携における STの役割～
○堂井　真理1）3）、金池　千香子2）3）、小林　明子3）、齋藤　泰晴3）、渡邊　善隆4）

1）医療法人新成医会 総合リハビリテーションセンターみどり病院 リハビリテーション科 言語聴覚療法部門、
2）医療法人新成医会 総合リハビリテーションセンターみどり病院 リハビリテーション科 歯科衛生士部門、
3）医療法人新成医会 総合リハビリテーションセンターみどり病院 摂食嚥下チーム、4）善隆歯科クリニック

P10-5 薬局利用者の口腔内細菌数に関連する因子の探索
○近藤　慎吾1）2）、牧　花音1）、林　直子1）2）、岩田　紘樹1）2）、小林　典子1）2）、山浦　克典1）2）

1）慶應義塾大学 薬学部 社会薬学部門、2）慶應義塾大学薬学部附属薬局

P10-6 A町における摂食嚥下関連地域ネットワーク資源活用のためのアンケート調査
○矢野　聡子1）、那須　真弓2）、児玉　千佳子1）

1）茨城県立医療大学 保健医療学部 看護学科、2）亀田医療大学 看護学部 看護学科

11：20～11：50 ポスターセッション11［ 基礎研究・その他 ］
座長：宮﨑 晃亘（札幌医科大学 医学部 口腔外科学講座）

P11-1 舌圧測定を併用した舌接触補助床製作法の検討
○竹内　一夫1）、夏目　長門2）4）5）、早川　統子3）4）5）、井上　知佐子4）5）、古川　博雄3）4）5）、 
吉田　磨弥2）4）5）、井村　英人2）4）5）、新美　照幸2）4）5）、杉本　太造2）5）6）、瀧井　泉美1）5）、 
宇佐美　博志1）5）、荒木　厚詞1）、内山　裕貴1）、太田　亜喜夢1）、森永　有映1）、藤井　武1）、
宮前　真1）、木本　統1）

1）愛知学院大学 歯学部 高齢者・在宅歯科医療学講座、2）愛知学院大学 歯学部 口腔先天異常学研究室、 
3）愛知学院大学 健康科学部 健康科学科、4）愛知学院大学歯学部附属病院 言語・口腔機能発達外来、 
5）愛知学院大学歯学部附属病院 口腔ケア外来、6）医療法人紫陽クリニックサンセール清里

P11-2 冠動脈狭窄と歯肉炎・口腔内細菌レベルの口腔内環境調査 
―冠動脈疾患患者に対する口腔内アセスメントガイドの作成に向けて―
An oral survey on the extent of coronary artery stenosis and levels of gingivitis and oral 
bacteria in patients with coronary artery disease

○小山　順子1）、篠崎　惠美子2）

1）豊橋創造大学 保健医療学部 看護学科、2）人間環境大学 看護学部 看護学科
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P11-3 歯科衛生士のビスホスホネート製剤およびデノスマブの認知度
○藤丸　美樹1）、川島　里帆子1）、鶴田　聖奈葉1）、井上　奈津子2）、本田　実沙2）、 
望月　秀人1）、牛窪　健太1）、仲山　奈見1）、髙橋　匠1）、中村　悟士1）4）、佐野　元彦3）、 
日野　峻輔1）、堀江　憲夫1）、金子　貴広1）

1）埼玉医科大学総合医療センター 歯科口腔外科、2）埼玉よりい病院 口腔顎顔面外科、 
3）星薬科大学 実務教育研究部門、4）大宮歯科・口腔外科クリニック

P11-4 南アジアにおける嚙みたばこの使用と口腔および全身疾患との関連
○Ehsan　Beshal1）、杉原　直樹2）

1）東京歯科大学短期大学 専攻科、2）東京歯科大学 衛生学講座 

P11-5 経口ビスホスホネート製剤が原因となった舌炎の1例
A Case Report of Glossitis to be Caused by Bisphosphonate

○桑原　徹
新潟県厚生連 上越総合病院

P11-6 京丹後長寿コホート研究における長寿者の唾液について検討
Examination of saliva of long-lived individuals in the Kyotango Longevity Cohort Study

○石崎　圭一、山本　俊郎、寺岡　友佳、藤川　由美、足立　哲也、奧井　元貴、赤根　光宣、
木村　功、浅井　拓、大迫　文重、西出　直人
京都府立医科大学大学院 医学研究科 歯科口腔科学

11：55～12：25 ポスターセッション12［ 臨床研究 臨床統計③ ］
座長：吉岡 裕雄（日本歯科大学新潟病院 訪問歯科口腔ケア科）

P12-1 妊婦の呼気中CH3SHを用いた低侵襲な歯周病スクリーニングの検討
Investigation of Low-Invasive Periodontal Disease Screening Using CH3SH in the 
Exhaled Breath of Pregnant Women

○鈴木　紀子1）、清水　三紀子2）、井村　英人3）、吉田　磨弥3）、佐久間　千里3）、竹田　純4）、
篠原　光代5）

1）北里大学 健康科学部 看護学科、2）藤田医科大学 保健衛生学部 看護学科、 
3）愛知学院大学歯学部附属病院 口腔ケア外来、4）順天堂大学医学部附属順天堂医院 産婦人科、 
5）順天堂大学医学部附属順天堂医院 歯科口腔外科

P12-2 電子カルテシステムを利用した口腔機能管理普及への取り組み
○今井　正之、田中　舞
桐生厚生総合病院 歯科口腔外科

P12-3 ベトナム人介護職員が行う口腔ケア実施時の誤嚥のリスクを低減する実践と 
関連要因
Practices and Related Factors to Reduce the Risk of Aspiration When Vietnamese Care 
Workers Provide Oral Care

○石原　佳代子、東野　督子
日本赤十字豊田看護大学
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P12-4 上顎骨延長術後の口腔ケアの重要性について
The importance of oral care in the postoperative stage of maxillary distraction 
osteogenesis

○有村　友紀1）、天野　克比古1）、武田　斉子2）、田村　庄平1）、中辻　和樹2）、明石　翔1）、 
兵藤　藍子1）、三上　彩可1）、飯田　征二1）

1）岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 顎口腔再建外科学分野、 
2）岡山大学病院 口腔外科 顎口腔再建外科部門

P12-5 妊娠関連歯肉炎の関連細菌叢に関する研究
A Study on bacterial �ora associated with pregnancy-related gingivitis

○鈴木　麻美
日本歯科大学附属病院 総合診療科 マタニティ歯科外来

P12-6 特別養護老人ホーム職員への口腔清掃指導が入所者の口腔清掃状態に与える影響
Effect of oral hygiene management guidance to the staff on the oral environment of 
residents of a special nursing home

○大岡　貴史1）、田村　暢章2）、小林　真彦2）

1）明海大学 歯学部 摂食嚥下リハビリテーション学分野、2）明海大学 歯学部 高齢者歯科学分野

11：55～12：25 ポスターセッション13［ 症例報告 高齢者の口腔ケア ］
座長：竹内 一夫（愛知学院大学 歯学部 高齢者・在宅歯科医療学講座）

P13-1 口呼吸がみられる患者における、疎水変性ポリエーテルウレタン配合口腔湿潤剤の
連続使用による口腔環境改善効果
○向山　仁1）、大坪　千智2）、櫻井　翠2）、大村　幸平3）、稲垣　みずき3）、佐藤　真奈美3）

1）横浜市立みなと赤十字病院 歯科口腔外科、2）横浜市立みなと赤十字病院 看護部、 
3）日本ゼトック株式会社 開発研究部

P13-2 浮腫を伴う舌の潰瘍に対し、万能開口器が有用であった気管挿管患者の1例
○山田　千佳、久木留　宏和、中嶌　麻依子、中谷　明子、白鳥　夢奈、石井　優、中園　音美、
山口　智恵、須田　悠里、小山　潤、梯　裕恵、草間　幹夫、星　健太郎
医療法人徳洲会 鎌ケ谷総合病院 歯科口腔外科/口腔ケアセンター

P13-3 院内肺炎予防における口腔内スクリーニングの評価
○樋口　奈津子、小林　真弓、石月　涼子、大矢　香、川村　一史、池田　由香、鶴巻　浩
社会医療法人仁愛会 新潟中央病院

P13-4 歯科衛生士介入による口腔ケアの効果と課題
○小野　さおり
山形県立新庄病院

P13-5 通所リハビリテーションに通う高齢者への効果的な口腔ケアの検討
Investigation of effective oral care for elderly patients attending day rehabilitation

○河村　諒1）、東野　督子2）、石田　咲2）、小山　順子3）、鈴木　聡4）、臼井　かおり5）

1）名古屋葵大学 健康科学部 看護学科、2）日本赤十字豊田看護大学 看護学部 看護学科、 
3）豊橋創造大学 保健医療学部 看護学科、4）鈴木歯科医院、5）介護老人保健施設 寺田ガーデン
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11：55～12：25 ポスターセッション14［ 症例報告 有病者の口腔ケア② ］
座長：川尻 秀一（金沢大学大学院 顎顔面口腔外科学講座）

P14-1 口腔内多発血種を契機に診断された特発性血小板減少性紫斑病に対して 
専門的口腔ケアを行った1例
○河地　誉1）、高橋　満里子1）2）、深谷　沙織1）2）、小林　英理1）2）、佐藤　美樹1）2）、 
杉浦　貴則1）、今井　琴子1）

1）牛久愛和総合病院 歯科口腔外科、2）牛久愛和総合病院 看護部

P14-2 全身麻酔及び認知行動療法を施行し歯科治療が可能となった 
重度の歯科恐怖症症例の1例
○松本　安吏、森　一将、織田　敬子、山本　信治
明海大学 歯学部 病態診断治療学講座 口腔顎顔面外科学分野

P14-3 知的能力障害を伴う自閉スペクトラム症患者2症例における 
全身麻酔下口腔ケアが治療歯数と治療内容に及ぼす影響
○吉田　健司、長浜　真司、亀井　夏美、佐藤　光、安部　将太、川合　宏仁、山崎　信也、 
髙田　訓
奥羽大学 歯学部 口腔外科学講座

P14-4 離床困難で誤嚥リスクの高い患者に対し 
口腔ケア用ジェルを用いて超音波スケーラーで非注水下に歯石除去を行った1例
○鈴木　円1）、坂本　尚美2）、尾白　夏美2）、野口　栞2）、塚本　亮一1）3）、坂下　英明4）

1）医療法人社団聖仁会 白井聖仁会病院 口腔外科、2）医療法人社団聖仁会 白井聖仁会病院 看護部、 
3）プラムデンタルオフィス、4）医療法人社団聖仁会 我孫子聖仁会病院 口腔外科センター

P14-5 下顎骨周囲炎を契機に専門的口腔ケアを開始した脳性麻痺患者の1例
A case of a patient with cerebral palsy who started professional oral care following the 
periostitis of the mandible

○林　樹1）2）、林　猛1）

1）はやし歯科医院、2）中濃厚生病院 歯科口腔外科
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特 別 講 演
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教 育 講 演
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企 画 講 演

2025年4月26日土
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企 画 講 演

2025年4月27日日
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ランチョンセミナー
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一 般 口 演
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ポスターセッション
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Sunday, April 27, 2025

Room 1（4F International Conference Room）

8：50～9：10 Opening Ceremony for 5th ISOC

9：20～10：20 ISOC Spcial lecture

　　　  Moderator：Kazuto Hoshi（ Department of Sensory and Motor System Medicine Graduate School of Medicine, 
The University of Tokyo / Department of Oral-maxillofacial Surgery, Dentistry and 
Orthodontics Division of Tissue Engineering The University of Tokyo Hospital）

SL	� Call to action： 
Providing affordable access to dental health services globally

○深井　穫博
○Kakuhiro Fukai

Fukai Institute of Health Science

10：30～12：15 ISOC Symposium

     Moderator：�Takaaki Ueno（Department of Oral Surgery, Faculty of Medicine, Osaka Medical and Pharmaceutical University） 
Yukiko Ohyama（Faculty of Dental Science Kyushu University）

［ �Next Generation Leaders’ Session. 
The current state and challenges of oral care in each country ］

ISY-1 Current Status and Challenges of Oral Health Care in Thailand
○Sujiwan Seubbuk Sangkhamanee

Department of Oral Medicine and Periodontology, Faculty of Dentistry, Mahidol University

ISY-2 What is perioperative oral care in Japan？
○坂本　由紀
○Yuki Sakamoto
関西医科大学総合医療センター（Kansai medical university medical center）

ISY-3 Improving Oral Hygiene Care for Dependent Elderly Patients in Korea Using 
QLF Technology
○Hoi In Jung

Preventive Dentistry and Public Oral Health, College of Dentistry, Yonsei University

ISY-4 Improving Oral Health Through Domiciliary Dental Care： 
Evidence and Experience from Taiwan
○Chuan-Hang yu

College of Oral Medicine, Chung Shan Medical University

Program at a Glauce
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Room 3（2F Conference Room201）

13：40～15：00 International Oral Presentation 1
Moderator：Kallapat Tansriratanawong（Department of Oral Medicine and Periodontology,　　　　 　 

Faculty of Dentistry, Mahidol University, Bangkok, Thailand.） 
Chuan-Hang yu（College of Oral Medicine,Chung Shan Medical University） 　　　　　　　

IO1-1 Development of gold nanomaterial-based biosensor for matrix metalloproteinase-8 
protein detection

○Pimsunee Lowpradit1）, Kallapat Tansriratanawong1）, Rapiphun Janmanee2）
1） Department of Oral Medicine and Periodontology, Faculty of Dentistry, Mahidol University, No.6, Yothi Road, 

Ratchathewi District, Bangkok 10400, Thailand, 
2） Department of Chemistry, Faculty of Science and Technology, Pibulsongkram Rajabhat University, No.156 

Moo.5, Plai Chumphon, Mueang Phitsanulok District, Phitsanulok 65000, Thailand

IO1-2 ROOT COVERAGE OUTCOMES WITH PALATAL SUBEPITHELIAL CONNECTIVE 
TISSUE GRAFTS: PRE- AND POST-RECIPIENT SITE PREPARATION

○Kaewkwan Tanthai1）, Thitiphong Rueangpaisal2）, Wichurat Sakulpaptong3）
1） Residency training program in the Department of Oral Medicine and Periodontology, Faculty of Dentistry, 

Mahidol University, Thailand, 
2）Digital Dental Center, Faculty of Dentistry, Mahidol University, Thailand, 
3）Department of Oral Medicine and Periodontology, Faculty of Dentistry, Mahidol University, Thailand

IO1-3 Evidence-based Aspects for Application of Cotinus Coggigria Polyphenolic Extract 
(CCPE) Experimental Endodontic Irrigation Solution in Clinical Practice

○Natia Nizharadze1）3）, Marine Mamaladze1）3）, Tamar Shavadze1）, Ketevan Shalashvili2）
1）Tbilisi State Medical University Department of Odontology, 2）TSMU I. Kutateladze Institute of Pharmacochemistry, 
3）Dental Clinic, Training and Research Center UniDent

IO1-4 Oral health status in young sportsmen - the importance of professional resilience

○Eka Nijaradze1）, Zurab Kakhabrishvili2）, Khatuna Rtskhiladze1）, Khatuna Saganelidze2）, 
Natalia Kurdadze1）
1）New Vision University, 2）Georgian Sports Medicine Association

IO1-5 CAN HEALTH PROMOTION THRIVE IN THE METAVERSE?  
EXPLORING BARRIERS AND CHALLENGES AMONG EXPERTS:  
A QUALITATIVE STUDY

○Amirul Faiz Luai1）2）, Eddy Hasrul Hassan3）, Budi Aslinie Md Sabri1）,  
Nawwal Alwani Mohd Radzi1）
1） Centre of Population Oral Health and Clinical Prevention Studies, Faculty of Dentistry, Universiti Teknologi 

MARA, MALAYSIA, 
2） Discipline of Dental Public Health, Department of Family Oral Health, Faculty of Dentistry, Universiti 

Kebangsaan Malaysia, MALAYSIA, 
3） Centre of Preclinical Science Studies, Faculty of Dentistry, Universiti Teknologi MARA (UiTM), Sungai Buloh, 

Selangor, MALAYSIA

IO1-6 Exploring Trueness in 3D-Printed Dental Casts: Impact of Varied Base Designs and 
Prosthesis Types

○Citra Dewi Sahrir1）, Chih-Wei Tseng2）, Sheng-Yang Lee1）2）3）, Chin-Wei Wang1）4）,  
Wei-Chun Lin2）3）5）
1） School of Dentistry, College of Oral Medicine, Taipei Medical University, No. 250, Wuxing St., Taipei 110310, Taiwan, 
2）Department of Dentistry, Wan-Fang Hospital, Taipei Medical University, Taipei, Taiwan, 
3）Center for Tooth Bank and Dental Stem Cell Technology, Taipei Medical University, Taipei, Taiwan, 
4）Division of Periodontics, Department of Dentistry, Taipei Medical University Hospital, Taipei 110301, Taiwan, 
5）School of Dental Technology, College of Oral Medicine, Taipei Medical University, Taipei, Taiwan
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IO1-7 Zerumbone Enhances Proton Therapy Sensitivity and Mitigates Radiation-Induced 
Oral Complications in Oral Cancer

○Chia-Yun Sung1）, Chun-Yen Chen2）, Wei-Min Chang1）
1）School of Oral Hygiene, College of Oral Medicine, Taipei Medical University, Taipei, Taiwan, 
2）Shu Zen College of Medicine and Management

IO1-8 Effects of Surface Modi�cation of 3D-Printed Resin Teeth and Bases through 
Different Sandblasting Pressures

○Sesti Septia Sari1）, Wei-Chun Lin1）2）3）
1） School of Dental Technology, College of Oral Medicine, Taipei Medical University, No.250, Wuxing St., Taipei 

110310, Taiwan, 
2）Department of Dentistry, Wan-Fang Hospital, Taipei Medical University, Taipei, Taiwan, 
3）Center for Tooth Bank and Dental Stem Cell Technology, Taipei Medical University, Taipei, Taiwan

15：00～15：40 International Oral Presentation 2
Moderator：Yuya Nakatani（Oral and Maxillofacial Surgery, The Nippon Dental University Niigata Hospital）

IO2-1 Dental hygienists’ attitudes and practices toward diabetes screening

○Rie Kudoh, Taiga Shibayama
Global Health Nursing Laboratory, Institute of Medicine, University of Tsukuba 

IO2-2 Perioperative oral function management of heart valve replacement surgery

○Shinichiro Shirouzu1）2）, Takeshi Kaneuji1）, Sonoe Baba1）, Arisa Kuramitsu1）,  
Tamami Sugio1）, Eriko Mera1）, Komachi Harada1）, Yu Yamaguma1）, Takehito Fukui1）, 
Bunichi Hirayama1）, Junko Nagata1）, Yoshihiro Yamashita1）
1） Division of Oral and Maxillofacial Surgery, Department of Medicine of Sensory and Motor Organs, Faculty of 

Medicine, University of Miyazaki, 
2）Miyazaki Prefectural Nobeoka Hospital

IO2-3 Approach used by the fracture liaison service of Sado General Hospital in Japan to 
prevent recurrent fractures

○Ippei Otake1）3）, Shigeki Komatsu1）, Katsuya Sakurai1）, Mitsuko Kinoshita1）,  
Tomoko Yamashiro1）, Sayuri Ito1）, Shuuji Toya2）, Akira Tanaka3）
1）Department of Dentistry and Oral Surgery, Sado General Hospital, Niigata, Japan,  
2）Department of Oral and Maxillofacial Surgery, The Nippon Dental University, Niigata Hospital, Niigata, Japan,  
3） Department of Oral and Maxillofacial Surgery, School of Life Dentistry at Niigata, The Nippon Dental University, 

Niigata Japan

IO2-4 Examination of oral care efforts and future issues in our department

○Hirohito Sakazume, Mie Tsujiuchi, Kiyomi Satou, Misako Takahashi, Mikiko Yamaguchi
Department of Oral and Maxillofacial Surgery, Agano City Hospital
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Room 4（3F Conference Room301）

13：40～14：20 International Oral Presentation 3
Moderator：Eizaburo Kobayashi（Oral and Maxillofacial Surgery, The Nippon Dental University Niigata Hospital）

IO3-1 Characterization of the oral microbiota of hypothyroid mothers and their infants 
―OMPU-CS study

○Mayu Ohmichi-Tomiwa1）, Nahoko Kato-Kogoe1）, Asako Kudo2）, Daisuke Fujita3）,  
Shoichi Sakaguchi4）, Kouji Tsuda2）, Michi Omori1）, Takashi Nakano4）, Masahide Ohmichi3）, 
Junko Tamaki2）, Takaaki Ueno1）
1）Department of Dentistry and Oral Surgery, Faculty of Medicine, Osaka Medical and Pharmaceutical University,  
2）Department of Hygiene and Public Health, Faculty of Medicine, Osaka Medical and Pharmaceutical University,  
3）Department of Obstetrics and Gynecology, Faculty of Medicine, Osaka Medical and Pharmaceutical University,  
4） Department of Microbiology and Infection Control, Faculty of Medicine, Osaka Medical and Pharmaceutical 

University

IO3-2 Current status and future issues of perioperative oral function management in our 
department

○Ryuichi Ikarashi, Nobuyuki Ikeda, Namiko Sakai, Mio Kimura, Mari Higuchi, Riko Yamamoto, 
Miyuki Kobayashi
saiseikai niigata kenoh kikan hospital

IO3-3 Ef�cacy of Initial Treatment for Patients with Xerostomia: A Clinical Study

○Yuya Nakatani1）2）, Toko Machida2）3）, Daichi Hanada2）4）, Yuka Homma2）4）, Asumi Yokota2）4）, 
Akira Tanaka3）, Shuji Toya1）2）
1）Oral and Maxillofacial Surgery, The Nippon Dental University Niigata Hospital,  
2）Dry Mouth Clinic, The Nippon Dental University Niigata Hospital,  
3）Department of Oral and Maxillofacial Surgery, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata,  
4） Field of Oral and Maxillofacial Surgery and Systemic Medicine, The Nippon Dental University Graduate School 

of Life Dentistry at Niigata

IO3-4 Clinical analysis of perioperative oral management at Niigata Rinko Hospital

○Aya Nakagawa
Niigata Rinko Hospital 
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Poster Exhibition（2F Main Hall B）

13：40～14：20 International Poster Presentation

IP-1 Examination of the sustainable mouth opening distance and time during oral care

○Susumu Hashitani1）, Tomoko Kawano2）, Eri Ando2）, Kika Takatera2）, Ai Yukawa2）,  
Kaori Kasuga2）
1）Takarazuka Municipal Hospital Department of Oral and Maxillofacial Surgery,  
2）Takarazuka Municipal Hospital Dental Hygiene Section of Medical Technology

IP-2 Antifungal susceptibility of Candida species isolated from the oral cavity in patients 
with respiratory cancer during the perioperative period

○Kanako Yano1）2）, Hiromi Nishi3）, Hideo Shigeishi4）, Yoshino Kaneyasu4）, Yoshie Niitani5）, 
Miyuki Nakaoka2）, Hiroyuki Kawaguchi3）, Kouji Ohta4）
1） Division of Integrated Health Sciences, Graduate School of Biomedical and Health Sciences, Hiroshima 

University, 
2）Division of Dental, Department of Clinical Practice and Support, Hiroshima University Hospital, 
3）Department of General Dentistry, Hiroshima University Hospital, 
4） Department of Public Oral Health, Program of Oral Health Sciences, Graduate School of Biomedical and 

Health Sciences, Hiroshima University, 
5） Departments of Oral Health Management, Program of Oral Health Sciences, Graduate School of Biomedical 

and Health Sciences, Hiroshima University

IP-3 Investigation of Low-Invasive Periodontal Disease Screening Using CH3SH in the 
Exhaled Breath of Pregnant Women

○Noriko Suzuki1）, Mikiko Shimizu2）, Hideto Imura3）, Maya Yoshida3）, Chisato Sakuma3）,  
Jun Takeda4）, Mitsuyo Shinohara5）
1）Kitasato University School of Health Sciences, Department of Nursing Science,  
2）Fujita Health University, Faculty of Nursing, School of Health Sciences,  
3）Aichi-gakuin University Dental Hospital Division of Oral Care,  
4）Juntendo University Hospital Department of Obstetrics and Gynecology,  
5）Juntendo University Hospital Department of Oral and Maxillofacial Surgery

IP-4 Practices and Related Factors to Reduce Aspiration Risk When Vietnamese Care 
Workers Provide Oral Care

○Kayoko Ishihara, Tokuko Higashino
Japanese Red Cross Toyota College of Nursing

IP-5 Poor preoperative oral status is associated with early wound infections after total 
joint arthroplasty

○Taizo Kaneko, Tsuyoshi Miyazaki
Tokyo Metropolitan Institute for Geriatrics and Gerontology

IP-6 Importance of oral care in the postoperative stage of maxillary distraction 
osteogenesis

○Yuki Arimura1）, Katsuhiko Amano1）, Seiko Takeda2）, Shohei Tamura1）, Kazuki Nakatsuji2）, 
Shou Akashi1）, Aiko Hyodo1）, Ayaka Mikami1）, Seiji Iida1）
1） Department of Oral and Maxillofacial Reconstructive Surgery, Okayama University, Graduate School of 

Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 
2）Department of Oral and Maxillofacial Reconstructive Surgery, Okayama University Hospital 

IP-7 A study on bacterial �ora associated with pregnancy-related gingivitis

○Asami Suzuki
General Dentistry, The Nippon Dental University Hospital at Tokyo
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IP-8 A study of MRONJ cases in our department and their relationship to the number of 
remaining teeth

○Shohei Tamura1）, Katsuhiko Amano1）, Seiko Takeda2）, Yuki Arimura1）, Sho Akashi1）,  
Yuki Nagata1）, Hiroshi Funahashi2）, kaishi Furusawa1）, Seiji Iida1）
1） Department of Oral and Maxillofacial Reconstructive Surgery, Okay ama University, Graduate School of 

Medicine, Dentistry and Pharm aceutical Sciences, 
2）Department of Oral and Maxillofacial Reconstructive Surgery, Ok ayama University Hospital

IP-9 Effect of oral hygiene management guidance to the staff on the oral environment of 
the residents of a special nursing home

○Takafumi Ooka1）, Nobuaki Tamura2）, Masahiko Kobayashi2）
1）Meikai University School of Dentistry Division of Feeding and Swallowing Rehabilitation,  
2）Meikai University School of Dentistry Division of Geriatric Dentistry

IP-10 Nutrition and sarcopenia assessment for hyperselective intra-arterial injection 
chemoradiotherapy (IACRT) patients

○Masaki Yoda1）, Kaname Sakuma2）3）, Tomoyuki Kii2）, Akira Tanaka2）3）, Shuji Toya1）
1）Oral and maxillofacial Surgery, The Nippon Dental University Niigata Hospital, Niigata, Japan,  
2） Department of Oral and Maxillofacial Surgery, Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata, 

Niigata, Japan, 
3） Course of Clinical Science Field of Oral and Maxillofacial Surgery and Systemic Medicine, The Nippon Dental 

University Graduate School of Life Dentistry at Niigata, Niigata, Japan

IP-11 An oral survey on the extent of coronary artery stenosis and the levels of gingivitis 
and oral bacteria in patients with coronary artery disease

○Junko Koyama1）, Emiko Shinozaki2）
1）Toyohashi Sozo University, School of health Sciences, Department of Nursing,  
2）University of Human Environments, School of Nursing, Graduate School of Nursing

IP-12 Investigation of appropriate storage methods when reusing N95 masks: 
Comparison of bacterial counts inside the N95 masks

○Ayuka Ono1）2）, Tokuko Higashino2）, Emi Ishida2）
1）Nagoya City Univercity Hospital, 2）Japanese Red Cross Toyota College of Nursing

IP-13 Case of a patient with cerebral palsy who started professional oral care following 
mandible periostitis

○Itsuki Hayashi1）2）, Takeshi Hayashi1）
1）Hayashi dental clinic, 2）Chuno kousei hospital

IP-14 Investigation of effective oral care for elderly patients attending day rehabilitation

○Ryo Kawamura1）, Tokuko Higashino2）, Emi Ishida2）, Jyunko Koyama3）, Satoshi Suzuki4）, 
Kaori Usui5）
1）Naogoya Aoi University Faculty of Health and Sciences Department of Nursing,  
2）Japanese Red Cross Toyota College of Nursing,  
3）Toyohashi Sozo University School of Health Sciences Departme, 4）Suzuki Shikaiin,  
5）Terada Garden health care facilities for the elderly requiring long-term care

IP-15 Usefulness of jaw reconstruction with patient-compatible intracorporeal �xation 
plates in cases of jaw osteonecrosis

○Yoichiro Nakajima, Kazuya Inoue, Ayaka Takahashi, Nanako Shimada, Takaaki Ueno
Department of Oral Surgery, Faculty of Medicine, Osaka Medical and Pharmaceutical University
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IP-16 Relationship between BMI and oral/swallowing function in older general hospital 
inpatients with dysphagia

○Shimpei Shigemoto1）, kazuhiro Hori2）, Jumpei Okawa2）, Satoshi Takeuchi1）,  
Yoshihiro Yoshikai1）, Kiyofumi Sasauchi1）, Hisashi Miyajima1）
1）Aidu Chuo Hospital Dental and Oral Medical Center,  
2） Division of Comprehensive Prosthodontics, Faculty of Dentistry, Graduate School of Medical and Dental 

Sciences, Niigata University

IP-17 Survey on ward nurse’s awareness of oral care at Murakami General Hospital

○Satoru Hirai, Satoshi Tomita, Tomoko Shoji, Miwa Amai, Ai Yamagiwa
Oral and Maxillofacial Surgery, JA Niigata Kouseiren Murakami General Hospital

IP-18 A study on oral care techniques involving care workers

○Hiroyuki Hatakeyama, Masato Nakanishi, Mariko Takeda, Shouko Arai
INTERNATIONAL UNIVERSITY OF HEALTH AND WELFARE

IP-19 Oral frailty awareness at the Yao Cafe hosted by students: An approach to 
promoting community health

○Masumi Muramatsu1）2）, Atsushi Mitani2）
1）School of Nursing, Sapporo City University, 2）School of Design, Sapporo City University 

IP-20 Survey on oral care in elderly people who use adult day care centers with and 
without a dental hygienist on staff

○Emi Ishida1）, Tokuko Higashino1）, Ryo Kawamura2）, Junko Koyama3）, Satoshi Suzuki4）
1）Japanese Red Cross Toyota College of Nursing,  
2）Naogoya Aoi University Faculty of Health and Sciences Department of Nursing,  
3）Toyohashi Sozo University School of Health Sciences Department of Nursing, 4）Suzuki Shikaiin

IP-21 Survey on Dental Hygienists’ Knowledge and Actual Conditions Regarding 
Oropharyngeal Suction

○Nobuhide Ohashi1）2）3）, Airi Mizuno3）,Meiji Soe Aung1）, Mitsuyo Kawaguchiya1）,  
Noriko Urushibara1）, Nobumichi Kobayashi1）, Akihiro Miyazaki2）3）
1）Department of Hygiene, Sapporo Medical University School of Medicine,  
2）Department of Oral Surgery, Sapporo Medical University School of Medicine,  
3）Department of Dentistry and Oral Surgery, Sapporo Medical University Hospital

IP-22 Establishment of the Oral Healthcare Team at the Taishi Hospital of Miyakekai 
Medical Corporation

○Ayaka Takahashi1）, Yoichiro Nakajima1）, Kumiko Fujiwara1）, Hiroyuki Nakano2）,  
Nahoko Kogoe1）, Takaaki Ueno1）
1）Department of Dentistry and Oral Surgery, Faculty of Medicine, Osaka Medical and Pharmaceutical University,  
2）Department of Oral and Maxillofacial Surgery, Kanazawa Medical University

IP-23 A consideration case of well-being in the community of an elderly patient after oral 
tumor surgery

○Yuka Yoshino1）, Hiroki Nagayasu2）, Fumiya Harada2）, Yasuhito Minamida2）,  
Marie Wakabayashi2）
1）Medical Consultation and Regional Liaison Office, Health Sciences University of Hokkaido Hospital,  
2）school of Dentistry, Health Sciences University of Hokkaido 

IP-24 A Case Report of Glossitis Caused by Bisphosphonate Use

○Toru Kuwahara
JA Niigata Joetsu General Hospital
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IP-25 Examination of the saliva of long-lived individuals in the Kyotango Longevity Cohort 
Study

○Keiichi Ishizaki, Toshiro Yamamoto, Yuka Teraoka, Yumi Fujikawa, Tetsuya Adachi,  
Motoki Okui, Mitsunobu Akane, Isao Kimura, Taku Asai, Fumishige Oseko, Naoto Nishide
Department of Dental Medicine, Kyoto Prefectural University of Medicine Graduate School of Medical Science

IP-26 Current state of oral care guidance at long-term care insurance facilities with 
Vietnamese care workers on staff

○Tokuko Higashino, Kayoko Ishihara
Japanese Red Cross Toyota College of Nursing

IP-27 Prevention of severe oral mucositis during radiotherapy for oral and oropharyngeal 
cancer by betamethasone ointment application

○Shiori Terai1）, Sakiko Soutome2）, Mika Sato1）, Tomomi Nukima1）, Yumi Nishiyama1）,  
Kotomi Koide1）, Izumi Ohsera1）, Saki Tanaka1）, Aya Ohmori1）, Naomi Hirao1）, Takashi Ukai3）
1）Dental Hygienist’s Office, Department of Medical Technology, Nagasaki University Hospital,  
2）Department of Oral Health, Nagasaki University Graduate School of Biomedical Sciences,  
3）Oral Management Center, Nagasaki University Hospital
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ISOC Spcial lecture
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ISOC Symposium



― 240 ―― 240 ―

International Oral Presentation
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International Poster Presentation
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